
JP 6480731 B2 2019.3.13

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　風味物質として有用なＮｉｃｏｔｉａｎａ種の植物からの分解産物を提供する方法であ
って、
Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物物質を受け取ることと、
植物物質から１以上の所望の化合物を溶媒に抽出するのに十分な時間及び条件下で植物物
質を溶媒に接触させることと、
抽出した植物物質から１以上の所望の化合物を含有する溶媒を分離すること、
１以上の所望の化合物を含有する溶媒を精製して少なくとも７５重量パーセントの１以上
の所望の化合物を含む単離物を提供することと、
単離物を処理してそれから１以上の分解産物を提供することを含み、
１以上の所望の化合物が、ソラノン、ネオフィタジエン、メガスティグマトリエノン、β
－ダマセノン、ノルソラナジオン、シス－アビエノール、α－センブラトリエンジオール
、β－センブラトリエンジオール、ルテイン、及びそれらの混合物から成る群から選択さ
れ、
単離物を処理することが酸化、熱処理及びそれらの組み合わせから選択される方法。
【請求項２】
　Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物物質が、葉全体、積層物、切断充填物、拡大した体積、葉
柄、切断して巻いた葉柄、切断して膨らませた葉柄、再構成したタバコ、及び粒子状物質
から成る群から選択される形態である請求項１の方法。
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【請求項３】
　溶媒がメタノールである請求項１の方法。
【請求項４】
　１以上の所望の化合物が、シス－アビエノール、α－センブラトリエンジオール、β－
センブラトリエンジオール、及びルテインから成る群から選択される請求項３の方法。
【請求項５】
　溶媒が乾燥蒸気である請求項１の方法。
【請求項６】
　１以上の所望の化合物が、ソラノン、ネオフィタジエン、メガスティグマトリエノン、
β－ダマセノン、及びノルソラナジオンから成る群から選択される請求項５の方法。
【請求項７】
　接触工程がさらに蒸留物を回収することを含む請求項５の方法。
【請求項８】
　蒸留物が水性層及び油性層を含む請求項７の方法。
【請求項９】
　１以上の所望の化合物を含有する溶媒が、油性層、水性層、及び蒸留工程から生成され
る廃棄蒸気から成る群から選択される請求項８の方法。
【請求項１０】
　精製工程が分取用規模の液体クロマトグラフィ又はフラッシュクロマトグラフィを使用
することを含む請求項１の方法。
【請求項１１】
　精製工程が、９０重量％を超える１以上の所望の化合物を含む単離物を提供する請求項
１の方法。
【請求項１２】
　精製工程が、９５重量％を超える１以上の所望の化合物を含む単離物を提供する請求項
１の方法。
【請求項１３】
　単離物がルテインを含み、１以上の分解産物がメガスティグマトリエノン、β－ダマセ
ノン及びそれらの混合物から成る群から選択される請求項１の方法。
【請求項１４】
　単離物がシス－アビエノールを含み、１以上の分解産物がスクラレオリド、スクラレオ
ール、アンブロキシド及びそれらの混合物から成る群から選択される請求項１の方法。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれかの方法により提供される分解産物を、喫煙物品又は無煙タバ
コ組成物での使用に適合させたタバコ組成物に加えることを含むタバコ組成物を提供する
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タバコから作製される又はタバコに由来する製品、又はそうでなければタバ
コを組み入れる及びヒトの消費を対象とする製品に関する。特に関心があるのは、Ｎｉｃ
ｏｔｉａｎａ種の植物又は植物の一部から得られる又は由来する成分又は構成成分である
。
【背景技術】
【０００２】
　紙巻タバコのような人気がある喫煙物品は実質的に円筒状のロッド形状構造を有し、紙
の包装紙によって取り囲まれ、それによっていわゆる「タバコロッド」を形成する、たと
えば、刻みタバコのような喫煙可能物質の充填、巻物又は円筒物（切断したフィルター形
態で）が含まれる。普通、紙巻タバコは、タバコロッドと端と端を接した関係で並ぶ円筒
状のフィルター要素を有する。通常、フィルター要素は、「プラグラップ」として知られ
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る紙材によって囲まれた可塑化セルロースアセテートのトウを含む。特定の紙巻タバコは
複数の区分を有するフィルター要素を組み入れ、それら区分の１つは活性炭粒子を含むこ
とができる。通常、フィルター要素は「チップペーパー」として知られる外接する包装材
を用いてタバコロッドの一端に取り付けられる。引き込まれた主流煙を周囲の空気で希釈
することを提供するために、チップ材及びプラグラップに穴を開けることも望ましくなっ
ている。その一端に火をつけ、タバコロッドを燃やすことによって紙巻タバコは喫煙者に
よって使用される。次いで喫煙者は、紙巻タバコの対向する端（たとえば、フィルター端
）を利用することによってその口の中へ主流煙を受け取る。
【０００３】
　紙巻タバコに使用されるタバコは通常、混合された形態で使用される。たとえば、特定
の人気のあるタバコのブレンドは、一般に「アメリカンブレンド」と呼ばれ、鉄管乾燥タ
バコ、バーレー種タバコ及びオリエンタルタバコ、並びに多くの場合、特定の加工したタ
バコ、たとえば、再構成したタバコ及び加工したタバコの葉柄の混合物を含む。特定の紙
巻タバコの銘柄の製造に使用されるタバコのブレンドの中での各種のタバコの正確な量は
銘柄によって異なる。しかしながら、タバコのブレンドの多くについては、鉄管乾燥タバ
コがブレンドの相対的に大きな比率を構成する一方で、オリエンタルタバコはブレンドの
相対的に小さな比率を構成する。たとえば、Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ
，Ｖｏｇｅｓ（編）ｐ．４４－４５（１９８４），Ｂｒｏｗｎｅ，Ｔｈｅ　Ｄｅｓｉｇｎ
　ｏｆ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅｓ，３ｒｄＥｄ．，ｐ．４３（１９９０）及びＴｏｂａｃｃ
ｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｄａ
ｖｉｓら（編）ｐ．３４６（１９９９）を参照のこと。
【０００４】
　タバコは、いわゆる「無煙」形態でも楽しまれ得る。特に人気のある無煙タバコ製品は
、ある形態の加工したタバコ又はタバコを含有する製剤を使用者の口に挿入することによ
って使用される。様々な種類の無煙タバコ製品が、Ｓｃｈｗａｒｔｚへの米国特許第１，
３７６，５８６号；Ｌｅｖｉへの同第３，６９６，９１７号；Ｐｉｔｔｍａｎらへの同第
４，５１３，７５６号；Ｓｅｎｓａｂａｕｇｈ，Ｊｒ．らへの同第４，５２８，９９３号
；Ｓｔｏｒｙらへの同第４，６２４，２６９号；Ｔｏｗｎｓｅｎｄへの同第４，９８７，
９０７号；Ｓｐｒｉｎｋｌｅ，ＩＩＩらへの同第５，０９２，３５２号；及びＷｈｉｔｅ
らへの同第５，３８７，４１６号；Ｓｔｒｉｃｋｌａｎｄらへの米国特許出願公開番号２
００５／０２４４５２１及びＫｕｍａｒらへの同２００９／０２９３８８９；Ａｒｎａｒ
ｐらへのＰＣＴ　ＷＯ０４／０９５９５９；ＡｔｃｈｌｅｙらへのＰＣＴ　ＷＯ０５／０
６３０６０；ＥｎｇｓｔｒｏｍへのＰＣＴ　ＷＯ０５／００４４８０；Ｂｊｏｒｋｈｏｌ
ｍへのＰＣＴ　ＷＯ０５／０１６０３６；及びＱｕｉｎｔｅｒらへのＰＣＴ　ＷＯ０５／
０４１６９９にて言及されており、そのそれぞれが参照によって本明細書に組み入れられ
る。たとえば、そのそれぞれが参照によって本明細書に組み入れられるＡｔｃｈｌｅｙら
への米国特許第６，９５３，０４０号及びＡｔｃｈｌｅｙらへの同第７，０３２，６０１
号にて言及された無煙タバコ製剤、成分及び加工方法を参照のこと。
【０００５】
　無煙タバコ製品の種類の１つは、「嗅ぎ薬」と呼ばれる。湿り気のある嗅ぎ薬製品の代
表的な種類は、一般に嗅ぎタバコ（スヌース）と呼ばれ、たとえば、Ｓｗｅｄｉｓｈ　Ｍ
ａｔｃｈ　ＡＢ、Ｆｉｅｄｌｅｒ　＆　Ｌｕｎｄｇｒｅｎ　ＡＢ、Ｇｕｓｔａｖｕｓ　Ａ
Ｂ、Ｓｋａｎｄｉｎａｖｉｓｋ　Ｔｏｂａｋｓｋｏｍｐａｇｎｉ　Ａ／Ｓ及びＲｏｃｋｅ
ｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ＡＢのような会社によって又は会社を介してヨーロッパ、特
にスウェーデンで製造されている。米国で入手可能な嗅ぎタバコ製品は、Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙ
ｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙによる商標、キャメルスヌースフロスト、
キャメルスヌースオリジナル及びキャメルスヌーススパイスのもとで市販されている。た
とえば、Ｂｒｙｚｇａｌｏｖら、１Ｎ１８００　Ｌｉｆｅ　Ｃｙｃｌｅ　Ａｓｓｅｓｓｍ
ｅｎｔ，Ｃｏｍｐａｒａｔｉｖｅ　Ｌｉｆｅ　Ｃｙｃｌｅ　Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ　ｏｆ
　Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｌｏｏｓｅ　ａｎｄ　Ｐｏｒｔｉｏｎ　Ｓｎｕｓ（２００５）も参照
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のこと。加えて、嗅ぎタバコ製造に関連する特定の品質基準は、いわゆるＧｏｔｈｉａＴ
ｅｋ基準としてまとめられている。代表的な無煙タバコ製品は商標、Ｈｏｕｓｅ　ｏｆ　
Ｏｌｉｖｅｒ　Ｔｗｉｓｔ　Ａ／Ｓによるオリバーツイスト；米国Ｓｍｏｋｅｌｅｓｓ　
Ｔｏｂａｃｃｏ社によるコペンハーゲン、スコール、スコールドライ、ロースター、レッ
ドシール、ハスキー、及びレベル；米国Ｐｈｉｌｉｐ　Ｍｏｒｒｉｓによる「タボカ」；
Ｃｏｎｗｏｏｄ社によるレビ・ガレット（Ｌｅｖｉ　Ｇａｒｒｅｔｔ）、ピーチー（Ｐｅ
ａｃｈｙ）、テイラーズプライド（Ｔａｙｌｏｒ’ｓ　Ｐｒｉｄｅ）、コディアック（Ｋ
ｏｄｉａ）、ハウケン・ウインターグリーン（Ｈａｗｋｅｎ　Ｗｉｎｔｅｒｇｒｅｅｎ）
、グリズリー（Ｇｒｉｚｚｌ）、デンタル（Ｄｅｎｔａｌ）、ケンタッキーキング（Ｋｅ
ｎｔｕｃｋｙ　Ｋｉｎｇ）及びＬＬＣ社によるマンモスケーブ（Ｍａｍｍｏｔｈ　Ｃａｖ
ｅ）；及びキャメルオーブス（Ｃａｍｅｌ　Ｏｒｂｓ）、キャメルスティック（Ｃａｍｅ
ｌ　Ｓｔｉｃｋｓ）、並びにＲ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ社によるキャメ
ルストライプ（Ｃａｍｅｌ　Ｓｔｒｉｐｓ）のもとで市販されている。
【０００６】
　長年の間、タバコ製品で利用されるタバコ材料の全体的な特徴及び性質を変えるために
様々な処理方法及び添加剤が提案されてきた。たとえば、タバコ材料の化学特性又は感覚
特性を変えるために、喫煙可能なタバコ材料の場合、タバコ材料を含む喫煙物品によって
生成される主流煙の化学特性又は感覚特性を変えるために、添加剤又は処理方法が利用さ
れている。紙巻タバコの種々の成分に風味物質を組み込むことによって紙巻タバコの煙の
感覚的な特質を高めることができる。例となる風味添加剤には、メントール及びメイラー
ド反応の生成物、たとえば、ピラジン、アミノ糖、及びアマドリ化合物が挙げられる。参
照によって本明細書に組み入れられるＬｅｆｆｉｎｇｗｅｌｌら、Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｆｌ
ａｖｏｒｉｎｇ　ｆｏｒ　Ｓｍｏｋｉｎｇ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄ
ｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃｏｍｐａｎｙ（１９７２）も参照のこと。場合によっては、熱の
使用を含む処理工程は、加工したタバコに所望の色又は視覚的特徴、所望の感覚特性、又
は所望の物理的な性質又は質感を付与することができる。タバコ組成物で使用するための
風味豊かな及び芳香性の組成物を調製するための種々の工程は、Ｒｏｏｋｅｒへの米国特
許第３，４２４，１７１号；Ｌｕｔｔｉｃｈへの同第３，４７６，１１８号；Ｏｓｂｏｒ
ｎｅ，Ｊｒ．らへの同第４，１５０，６７７号；Ｒｏｂｅｒｔｓらへの同第４，９８６，
２８６号；Ｗｈｉｔｅらへの同第５，０７４，３１９号；Ｗｈｉｔｅらへの同第５，０９
９，８６２号；Ｓｅｎｓａｂａｕｇｈ，Ｊｒ．への同第５，２３５，９９２号；Ｒａｙｍ
ｏｎｄらへの同第５，３０１，６９４号；Ｃｏｌｅｍａｎ，ＩＩＩらへの同第６，２９８
，８５８号；Ｃｏｌｅｍａｎ，ＩＩＩらへの同第６，３２５，８６０号；Ｃｏｌｅｍａｎ
，ＩＩＩへの同第６，４２８，６２４号；Ｄｕｂｅらへの同第６，４４０，２２３号；Ｃ
ｏｌｅｍａｎ，ＩＩＩへの同第６，４９９，４８９号；及びＷｈｉｔｅらへの同第６，５
９１，８４１号；Ｃｏｌｅｍａｎ，ＩＩＩへの米国特許出願公開番号２００４／０１７３
２２８及びＣｏｌｅｍａｎ，ＩＩＩらへの同２０１０／００３７９０３にて言及されてお
り、そのそれぞれが、参照によって本明細書に組み入れられる。
【０００７】
　特定の風味物質を組み入れることによって無煙タバコの感覚的な特質を高めることもで
きる。たとえば、そのそれぞれが、参照によって本明細書に組み入れられるＷｉｌｌｉａ
ｍｓへの米国特許出願公開番号２００２／０１６２５６２；Ｗｉｌｌｉａｍｓへの同２０
０２／０１６２５６３；Ａｔｃｈｌｅｙらへの同２００３／００７０６８７；Ｗｉｌｌｉ
ａｍｓへの同２００４／００２０５０３，Ｂｒｅｓｌｉｎらへの同２００５／０１７８３
９８；Ｓｔｒｉｃｋｌａｎｄらへの同２００６／０１９１５４８；Ｈｏｌｔｏｎ，Ｊｒ．
らへの同２００７／００６２５４９；Ｈｏｌｔｏｎ，Ｊｒ．らへの同２００７／０１８６
９４１；Ｓｔｒｉｃｋｌａｎｄらへの同２００７／０１８６９４２；Ｄｕｂｅらへの同２
００８／００２９１１０；Ｒｏｂｉｎｓｏｎらへの同２００８／００２９１１６；Ｍｕａ
らへの同２００８／００２９１１７；Ｒｏｂｉｎｓｏｎらへの同２００８／０１７３３１
７；及びＮｅｉｌｓｅｎらへの同２００８／０２０９５８６を参照のこと。
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【０００８】
　所望の特徴を導入するために喫煙製品又は無煙タバコ製品に添加するのに好適な風味豊
かな組成物に対するニーズが当該技術に存在する。そのような組成物の効率的な抽出及び
単離のための方法を提供することが望ましい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許第１，３７６，５８６号明細書
【特許文献２】米国特許第３，６９６，９１７号明細書
【特許文献３】米国特許第４，５１３，７５６号明細書
【特許文献４】米国特許第４，５２８，９９３号明細書
【特許文献５】米国特許第４，６２４，２６９号明細書
【特許文献６】米国特許第４，９８７，９０７号明細書
【特許文献７】米国特許第５，０９２，３５２号明細書
【特許文献８】米国特許第５，３８７，４１６号明細書
【特許文献９】米国特許出願公開第２００５／０２４４５２１号明細書
【特許文献１０】米国特許出願公開第２００９／０２９３８８９号明細書
【特許文献１１】国際公開第２００４／０９５９５９号
【特許文献１２】国際公開第２００５／０６３０６０号
【特許文献１３】国際公開第２００５／００４４８０号
【特許文献１４】国際公開第２００５／０１６０３６号
【特許文献１５】国際公開第２００５／０４１６９９号
【特許文献１６】米国特許第６，９５３，０４０号明細書
【特許文献１７】米国特許第７，０３２，６０１号明細書
【特許文献１８】米国特許第３，４２４，１７１号明細書
【特許文献１９】米国特許第３，４７６，１１８号明細書
【特許文献２０】米国特許第４，１５０，６７７号明細書
【特許文献２１】米国特許第４，９８６，２８６号明細書
【特許文献２２】米国特許第５，０７４，３１９号明細書
【特許文献２３】米国特許第５，０９９，８６２号明細書
【特許文献２４】米国特許第５，２３５，９９２号明細書
【特許文献２５】米国特許第５，３０１，６９４号明細書
【特許文献２６】米国特許第６，２９８，８５８号明細書
【特許文献２７】米国特許第６，３２５，８６０号明細書
【特許文献２８】米国特許第６，４２８，６２４号明細書
【特許文献２９】米国特許第６，４４０，２２３号明細書
【特許文献３０】米国特許第６，４９９，４８９号明細書
【特許文献３１】米国特許第６，５９１，８４１号明細書
【特許文献３２】米国特許出願公開第２００４／０１７３２２８号明細書
【特許文献３３】米国特許出願公開第２０１０／００３７９０３号明細書
【特許文献３４】米国特許出願公開第２００２／０１６２５６２号明細書
【特許文献３５】米国特許出願公開第２００２／０１６２５６３号明細書
【特許文献３６】米国特許出願公開第２００３／００７０６８７号明細書
【特許文献３７】米国特許出願公開第２００４／００２０５０３号明細書
【特許文献３８】米国特許出願公開第２００５／０１７８３９８号明細書
【特許文献３９】米国特許出願公開第２００６／０１９１５４８号明細書
【特許文献４０】米国特許出願公開第２００７／００６２５４９号明細書
【特許文献４１】米国特許出願公開第２００７／０１８６９４１号明細書
【特許文献４２】米国特許出願公開第２００７／０１８６９４２号明細書
【特許文献４３】米国特許出願公開第２００８／００２９１１０号明細書
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【特許文献４４】米国特許出願公開第２００８／００２９１１６号明細書
【特許文献４５】米国特許出願公開第２００８／００２９１１７号明細書
【特許文献４６】米国特許出願公開第２００８／０１７３３１７号明細書
【特許文献４７】米国特許出願公開第２００８／０２０９５８６号明細書
【非特許文献】
【００１０】
【非特許文献１】Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ，Ｖｏｇｅｓ（編）ｐ．４
４－４５（１９８４）
【非特許文献１】Ｂｒｏｗｎｅ，Ｔｈｅ　Ｄｅｓｉｇｎ　ｏｆ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅｓ，
３ｒｄＥｄ．，ｐ．４３（１９９０）
【非特許文献２】Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ
　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｄａｖｉｓら（編）ｐ．３４６（１９９９）
【非特許文献３】Ｂｒｙｚｇａｌｏｖら、１Ｎ１８００　Ｌｉｆｅ　Ｃｙｃｌｅ　Ａｓｓ
ｅｓｓｍｅｎｔ，Ｃｏｍｐａｒａｔｉｖｅ　Ｌｉｆｅ　Ｃｙｃｌｅ　Ａｓｓｅｓｓｍｅｎ
ｔ　ｏｆ　Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｌｏｏｓｅ　ａｎｄ　Ｐｏｒｔｉｏｎ　Ｓｎｕｓ（２００５
）
【非特許文献４】Ｌｅｆｆｉｎｇｗｅｌｌら、Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｆｌａｖｏｒｉｎｇ　ｆ
ｏｒ　Ｓｍｏｋｉｎｇ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ
　Ｃｏｍｐａｎｙ（１９７２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物に由来する種々の化合物を抽出し、単離する方
法を提供する。本発明の方法は、喫煙物品及び／又は無煙タバコ製品に風味豊かな特徴を
付与する特定の化合物、及び／又は風味豊かな特徴を付与する化合物を生成するように分
解する化合物について選択的である。本発明はまた、これらの化合物及びこれらの化合物
を組み入れるタバコ材料を加工する方法も提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　従って、態様の１つでは、本発明は、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物に由来する化合物を
抽出し、単離する方法を提供する。特定の実施形態では、方法は、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種
の植物物質を受け取ることと、植物物質から溶媒に１以上の所望の化合物を抽出するのに
十分な時間及び条件下で植物物質を溶媒に接触させることと、抽出された植物物質から１
以上の所望の化合物を含有する溶媒を分離することと、１以上の所望の化合物を含有する
溶媒を精製して単離物を提供することを含む。一部の実施形態では、こうして得られた単
離物は少なくとも７５重量パーセントの１以上の所望の化合物を含む。特定の実施形態で
は、１以上の所望の化合物は、ソラノン、ネオフィタジエン、メガスティグマトリエノン
、β－ダマセノン、ノルソラナジオン、シス－アビエノール、α－センブラトリエンジオ
ール、β－センブラトリエンジオール、スクロースエステル、ルテイン、それらの分解産
物、及びそれらの混合物から成る群から選択される。本発明は、単一化合物又は分解産物
又は２以上の化合物の群又は上記リストの分解産物を含有する単離物を含む。
【００１３】
　一部の実施形態では、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物物質は、葉全体、積層物、切断充填
物、拡大した体積、葉柄、切断して巻いた葉柄、切断して膨らませた葉柄、再構成したタ
バコ、及び粒子状物質から成る群から選択される形態である。一部の実施形態では、Ｎｉ
ｃｏｔｉａｎａ種の植物物質は、緑葉形態又は乾燥した形態で提供される。
【００１４】
　特定の実施形態では、溶媒はメタノールである。こうして得られる１以上の所望の化合
物は、たとえば、シス－アビエノール、α－センブラトリエンジオール、β－センブラト
リエンジオール、スクロースエステル及びルテインから成る群から選択することができる
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。特定の実施形態では、溶媒は乾燥蒸気である。こうして得られる１以上の所望の化合物
は、たとえば、ソラノン、ネオフィタジエン、メガスティグマトリエノン、β－ダマセノ
ン、及びノルソラナジオンから成る群から選択することができる。溶媒が乾燥蒸気である
場合、接触工程はさらに蒸留物を回収することを含む。一部の実施形態では、蒸留物は水
性層と油性層を含むことができ、１以上の所望の化合物を含有する溶媒は油性層、水性層
、及び蒸留工程から生成される廃棄蒸気から成る群から選択することができる。
【００１５】
　一部の実施形態では、精製工程は、分取用規模の液体クロマトグラフィを使用すること
を含む。特定の実施形態では、精製工程はフラッシュクロマトグラフィを使用することを
含む。精製工程は、所望のレベルの１以上の所望の化合物、たとえば、約９０重量％を超
える又は９５重量％を超える１以上の所望の化合物を伴った単離物を提供することができ
る。特定の実施形態では、方法はさらに喫煙物品又は無煙タバコ組成物における使用に適
合したタバコ組成物に単離物を加えることを含む。
【００１６】
　一部の実施形態では、単離物をさらに処理してそれからの１以上の分解産物を提供する
ことができ、処理することは酸化（すなわち、Ｈ２Ｏ２又は別の酸化試薬で処理すること
）及び／又は熱処理を含む。一例として、単離物は、ルテインを含むことができ、１以上
の分解産物は、メガスティグマトリエノン、β－ダマセノン及びそれらの混合物から成る
群から選択することができる。別の例として、単離物はシス－アビエノールを含むことが
でき、１以上の分解産物は、スクラレオリド、スクラレオール、アンブロキシド及びそれ
らの混合物から成る群から選択することができる。
【００１７】
　本発明の別の態様では、タバコ組成物に添加するために、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物
に由来する風味物質を提供する方法が提供され、方法は、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物物
質を受け取ることと、植物物質から溶媒に１以上の所望の化合物を抽出するのに十分な時
間及び条件下で植物物質を溶媒に接触させることと、抽出された植物物質から１以上の所
望の化合物を含有する溶媒を分離することと、１以上の所望の化合物を含有する溶媒を精
製して、少なくとも約７５重量％の１以上の所望の化合物を含む単離物を提供することと
、喫煙物品又は無煙タバコ組成物における使用に適合したタバコ組成物に単離物を加える
ことを含み、１以上の所望の化合物は、ソラノン、ネオフィタジエン、メガスティグマト
リエノン、β－ダマセノン、ノルソラナジオン、シス－アビエノール、α－センブラトリ
エンジオール、β－センブラトリエンジオール、スクロースエステル、ルテイン、それら
の分解産物、及びそれらの混合物から成る群から選択される。
【００１８】
　化合物を抽出し、単離する方法について上記で言及したように、風味物質を提供する方
法に対して種々の改変を行うことができる。たとえば、使用する植物物質及び溶媒を変え
ることができ、本発明の方法と組み合わせて種々の追加の処理方法を使用することができ
る。
【００１９】
　様々な方法で単離物をタバコ組成物に加えることができる。たとえば、タバコ細長片に
適用される外包配合組成若しくは先端装飾配合組成の形態で、又は再構成されたタバコ材
料の成分の形態で単離物を加えることができる。特定の実施形態では、タバコ組成物は喫
煙物品での使用に適合したタバコ材料を含む。そのような実施形態では、タバコ組成物に
おける単離物の量は、たとえば、喫煙物品におけるタバコ材料の総乾燥重量に基づいて約
５ｐｐｍ～約５重量パーセントの間であることができる。特定の実施形態では、タバコ組
成物は無煙タバコ製品での使用に適合したタバコ材料を含む。そのような実施形態では、
タバコ組成物における単離物の量は、たとえば、無煙タバコ製品におけるタバコ材料の総
乾燥重量に基づいて約５ｐｐｍ～約５重量パーセントの間であることができる。
【００２０】
　本発明の別の態様では、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物又はその成分に由来する単離物が
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提供され、単離物は、少なくとも約７５重量パーセントのソラノン、ネオフィタジエン、
メガスティグマトリエノン、β－ダマセノン、ノルソラナジオン、シス－アビエノール、
α－センブラトリエンジオール、β－センブラトリエンジオール、スクロースエステル、
ルテイン、それらの分解産物、及びそれらの混合物から成る群から選択される化合物を含
む。一部の実施形態では、単離物は約９０重量％を超える又は９５重量％を超える１以上
の所望の化合物を含む。一部の実施形態では、喫煙物品又は無煙タバコ組成物での使用の
ための単離物を含むタバコ組成物が提供される。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　今や下文にて本発明をさらに完全に説明する。しかしながら、本発明は多数の様々な形
態で具現化されてもよく、本明細書で言及される実施形態に限定されると解釈されるべき
ではなく、むしろ、これら実施形態は、詳細且つ完全であり、本発明の範囲を当業者に完
全に伝えるであろう。本明細書及び特許請求の範囲で使用されるとき、単数形態「ａ」、
「ａｎ」及び「ｔｈｅ」は文脈が明瞭に言及しない限り、複数の指示対象を含む。「乾燥
重量パーセント」又は「乾燥重量ベース」に対する参照は乾燥成分（すなわち、水を除く
成分すべて）に基づく重量を指す。
【００２２】
　Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種に由来する植物の選択は様々であることができ；特にタバコ（単
数）又はタバコ（複数）の種類は様々であることができる。採用することができるタバコ
には、鉄管乾燥又はバージニア（たとえば、Ｋ３２６）、バーレー、日干し（たとえば、
カテリニ、プレリップ、コモチニ、キサンチ及びヤンボールタバコを含むインディアンク
ノール及びオリエンタルタバコ）、メリーランド、暗色、暗色火干し、暗色気干し（たと
えば、パサンダ、クバノ、ジャティン及びベズキタバコ）、明色気干し（たとえば、ノー
スウィスコンシン及びガルパオタバコ）、インディアン気干し、レッドロシア及びＲｕｓ
ｔｉｃａタバコ、並びに他の稀な又は特殊なタバコが挙げられる。経験を成長させ、経験
を収穫する様々な種類のタバコの記載は、参照によって本明細書に組み入れられるＴｏｂ
ａｃｃｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
，Ｄａｖｉｓら（編）（１９９９）にて言及されている。Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種に由来す
る種々の代表的な種類の植物は、それぞれ参照によって本明細書に組み入れられるＧｏｏ
ｄｓｐｅｅｄ，Ｔｈｅ　Ｇｅｎｕｓ　Ｎｉｃｏｔｉａｎａ，（Ｃｈｏｎｉｃａ　Ｂｏｔａ
ｎｉｃａ）（１９５４）；Ｓｅｎｓａｂａｕｇｈ，Ｊｒ．らへの米国特許第４，６６０，
５７７号；Ｗｈｉｔｅらへの同第５，３８７，４１６号及びＬａｗｓｏｎらへの同第７，
０２５，０６６号；Ｌａｗｒｅｎｃｅ，Ｊｒ．への米国特許出願公開番号２００６／００
３７６２３及びＭａｒｓｈａｌｌらへの同２００８／０２４５３７７にて言及されている
。例となるＮｉｃｏｔｉａｎａ種には、Ｎ．ｔａｂａｃｕｍ、Ｎ．ｒｕｓｔｉｃａ、Ｎ．
ａｌａｔａ、Ｎ．ａｒｅｎｔｓｉｉ、Ｎ．ｅｘｃｅｌｓｉｏｒ、Ｎ．ｆｏｒｇｅｔｉａｎ
ａ、Ｎ．ｇｌａｕｃａ、Ｎ．ｇｌｕｔｉｎｏｓａ、Ｎ．ｇｏｓｓｅｉ、Ｎ．ｋａｗａｋａ
ｍｉｉ、Ｎ．ｋｎｉｇｈｔｉａｎａ、Ｎ．ｌａｎｇｓｄｏｒｆｆｉ、Ｎ．ｏｔｏｐｈｏｒ
ａ、Ｎ．ｓｅｔｃｈｅｌｌｉ、Ｎ．ｓｙｌｖｅｓｔｒｉｓ、Ｎ．ｔｏｍｅｎｔｏｓａ、Ｎ
．ｔｏｍｅｎｔｏｓｉｆｏｒｍｉｓ、Ｎ．ｕｎｄｕｌａｔａ、Ｎ．ｘｓａｎｄｅｒａｅ、
Ｎ．ａｆｒｉｃａｎａ、Ｎ．ａｍｐｌｅｘｉｃａｕｌｉｓ、Ｎ．ｂｅｎａｖｉｄｅｓｉｉ
、Ｎ．ｂｏｎａｒｉｅｎｓｉｓ、Ｎ．ｄｅｂｎｅｙｉ、Ｎ．ｌｏｎｇｉｆｌｏｒａ、Ｎ．
ｍａｒｉｔｉｎａ、Ｎ．ｍｅｇａｌｏｓｉｐｈｏｎ、Ｎ．ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ、Ｎ
．ｐａｎｉｃｕｌａｔａ、Ｎ．ｐｌｕｍｂａｇｉｎｉｆｏｌｉａ、Ｎ．ｒａｉｍｏｎｄｉ
ｉ、Ｎ．ｒｏｓｕｌａｔａ、Ｎ．ｓｉｍｕｌａｎｓ、Ｎ．ｓｔｏｃｋｔｏｎｉｉ、Ｎ．ｓ
ｕａｖｅｏｌｅｎｓ、Ｎ．ｕｍｂｒａｔｉｃａ、Ｎ．ｖｅｌｕｔｉｎａ、Ｎ．ｗｉｇａｎ
ｄｉｏｉｄｅｓ、Ｎ．ａｃａｕｌｉｓ、Ｎ．ａｃｕｍｉｎａｔａ、Ｎ．ａｔｔｅｎｕａｔ
ａ、Ｎ．ｂｅｎｔｈａｍｉａｎａ、Ｎ．ｃａｖｉｃｏｌａ、Ｎ．ｃｌｅｖｅｌａｎｄｉｉ
、Ｎ．ｃｏｒｄｉｆｏｌｉａ、Ｎ．ｃｏｒｙｍｂｏｓａ、Ｎ．ｆｒａｇｒａｎｓ、Ｎ．ｇ
ｏｏｄｓｐｅｅｄｉｉ、Ｎ．ｌｉｎｅａｒｉｓ、Ｎ．ｍｉｅｒｓｉｉ、Ｎ．ｎｕｄｉｃａ
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ｕｌｉｓ、Ｎ．ｏｂｔｕｓｉｆｏｌｉａ、Ｎ．ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ　ｓｕｂｓｐ．
Ｈｅｒｓｐｅｒｉｓ、Ｎ．ｐａｕｃｉｆｌｏｒａ、Ｎ．ｐｅｔｕｎｉｏｉｄｅｓ、Ｎ．ｑ
ｕａｄｒｉｖａｌｖｉｓ、Ｎ．ｒｅｐａｎｄａ、Ｎ．ｒｏｔｕｎｄｉｆｏｌｉａ、Ｎ．ｓ
ｏｌａｎｉｆｏｌｉａ及びＮ．ｓｐｅｇａｚｚｉｎｉｉが挙げられる。
【００２３】
　遺伝子操作又は交配技術を用いてＮｉｃｏｔｉａｎａ種を導き出すことができる（たと
えば、タバコ植物体を遺伝的に操作して又は交配して成分の生産、特徴又は特質を減らし
たり、増やしたりすることができる）。たとえば、Ｆｉｔｚｍａｕｒｉｃｅらへの米国特
許第５，５３９，０９３号；Ｗａｈａｂらへの同第５，６６８，２９５号；Ｆｉｔｚｍａ
ｕｒｉｃｅらへの同第５，７０５，６２４号；Ｗｅｉｇｌへの同第５，８４４，１１９号
；Ｄｏｍｉｎｇｕｅｚらへの同第６，７３０，８３２号；Ｌｉｕらへの同第７，１７３，
１７０号；Ｃｏｌｌｉｖｅｒらへの同第７，２０８，６５９号及びＢｅｎｎｉｎｇらへの
同第７，２３０，１６０号；Ｃｏｎｋｌｉｎｇらへの米国特許出願公開番号２００６／０
２３６４３４及びＮｉｅｌｓｅｎらへのＰＣＴ　ＷＯ２００８／１０３９３５にて言及さ
れた植物の遺伝子操作の種類を参照のこと。
【００２４】
　無煙の又は喫煙可能なタバコ製品を調製するために、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の収穫され
た植物を乾燥工程に供することが典型的である。種々の種類のタバコの種々の種類の乾燥
工程の記載は、Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　
Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｄａｖｉｓら（編）（１９９９）にて言及されている。鉄管乾燥
タバコを乾燥する例となる技法及び条件は、参照によって本明細書に組み入れられるＮｅ
ｓｔｏｒら、Ｂｅｉｔｒａｇｅ　Ｔａｂａｋｆｏｒｓｃｈ．Ｉｎｔ．，２０，４６７－４
７５（２００３）及びＰｅｅｌｅへの米国特許第６，８９５，９７４号にて言及されてい
る。タバコを空気乾燥する代表的な技法及び条件は、参照によって本明細書に組み入れら
れるＲｏｔｏｎら、Ｂｅｉｔｒａｇｅ　Ｔａｂａｋｆｏｒｓｃｈ．Ｉｎｔ．，２１，３０
５－３２０（２００５）及びＳｔａａｆら、Ｂｅｉｔｒａｇｅ　Ｔａｂａｋｆｏｒｓｃｈ
．Ｉｎｔ．，２１，３２１－３３０（２００５）にて言及されている。特定の種類のタバ
コは、たとえば、火干し又は日干しのような代わりの種類の乾燥工程に供することができ
る。好ましくは、乾燥させる収穫したタバコは次いで熟成させる。
【００２５】
　Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物の少なくとも一部（たとえば、タバコ部分の少なくとも一
部）は未成熟の形態で使用することができる。すなわち、植物又はその植物の少なくとも
一部は通常完熟又は成熟とみなされる段階に達する前に収穫することができる。そのよう
なものとして、たとえば、タバコ植物体が発芽する時点で、葉の形成を開始するころ、開
花するころ等にタバコを収穫することができる。Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物の少なくと
も一部（たとえば、タバコ部分の少なくとも一部）は成熟形態で使用することができる。
すなわち、植物（又は植物の一部）が従来、完熟、過熟又は成熟であるとみなされる時点
に達すると植物又はその植物の少なくとも一部を収穫することができる。そのようなもの
として、たとえば、農夫によって従来採用されたタバコの収穫技術の使用を介して、オリ
エンタルタバコ植物体を収穫することができ、バーレータバコ植物体を収穫することがで
き、又はバージニアタバコの葉を収穫することができ、又は茎の位置で収穫することがで
きる。
【００２６】
　本発明によれば、タバコ製品は、緑葉形態又は乾燥形態でＮｉｃｏｔｉａｎａ種の植物
から抽出された及び／又は単離された１以上の化合物と組み合わせられるタバコを組み入
れる。タバコ製品の少なくとも一部は、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ植物体から（たとえば、抽出
、蒸留又は他の加工法によって）取り出された化合物を含むことができる。一部の実施形
態では、タバコ製品の少なくとも一部は、これらの化合物に由来する分解産物、たとえば
、植物を化学反応（たとえば、酸／塩基反応条件、酸化条件、酵素処理及び／又は熱処理
）に供した後、又はＮｉｃｏｔｉａｎａ植物体から単離された化合物若しくはその混合物
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を化学反応に供した後、回収される化合物で構成され得る。
【００２７】
　その中に存在する種々の化合物の内容についてＮｉｃｏｔｉａｎａ種を選択することが
できる。たとえば、それらの植物がそれから単離されることが望ましい１以上の化合物を
相対的に多い量で生産することに基づいて植物を選択することができる。特定の実施形態
では、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物（たとえば、Ｇａｌｐａｏ　ｃｏｍｍｕｎタバコ）は
、豊富な葉表面の化合物について特に生育させられる。タバコ植物は温室、生育室にて又
は畑にて戸外で、又は水耕栽培で生育させることができる。
【００２８】
　Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物の種々の部分又は一部を使用することができる。たとえば
、実際上、植物全体（たとえば、全植物）を収穫して、そのまま使用することができる。
或いは、植物の種々の部分又は小片を収穫し、収穫後、さらなる使用のために分離するこ
とができる。たとえば、葉、葉柄、茎及びそれらの種々の組み合わせをさらなる使用又は
処理のために単離することができる。従って本発明に植物物質は、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種
の植物全体又は植物の一部を含み得る。
【００２９】
　植物又はその一部の収穫後の加工は様々であることができる。収穫後、植物又はその一
部を緑葉形態で使用することができる（たとえば、植物又はその一部を乾燥工程に供する
ことなく使用することができる）。たとえば、植物又はその一部を十分な保存、取扱い又
は加工の条件に供することなく使用することができる。特定の状況では、植物又はその一
部は実際、収穫直後に使用することが好ましい。或いは、たとえば、緑葉形態の植物又は
その一部を後の使用のために冷蔵する又は冷凍する、凍結乾燥する、放射線に供する、黄
色化する、乾かす、乾燥させる（たとえば、あぶる、揚げる、茹でる）、又はさもなけれ
ば、後の使用のために保存若しくは処理に供することができる。収穫された植物又はその
一部を物理的に加工することができる。植物又はその一部を個々の部分又は小片に分離す
ることができる（たとえば、葉柄から葉を分離することができ、及び／又は葉柄及び葉を
茎から分離することができる）。収穫された植物又は個々の部分又は小片をさらに部分又
は小片に分割することができる（たとえば、フィルター型の小片、顆粒、粒子状物質又は
微粉として特徴付けることができる部分又は小片に葉を細断する、切断する、砕く、粉砕
する、粉にする又は磨り潰すことができる）。植物又はその一部を外部の力又は圧力（た
とえば、圧迫することによって又はロール処理に供することによって）に供することがで
きる。そのような圧迫条件を実施する場合、植物又はその一部は、天然の水分含量（たと
えば、収穫直後の水分含量）に近似する水分含量、植物又はその一部に水分を加えること
によって達成される水分含量、又は植物又はその一部を乾燥した結果生じる水分含量を有
することができる。たとえば、粉末化した、粉砕した、磨り潰した、又は粉にした植物又
はその一部の小片は、約２５重量パーセント未満の、多くは約２０重量パーセント未満の
及び頻繁には約１５重量パーセント未満の水分含量を有することができる。
【００３０】
　Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物又はその一部を他の種類の加工条件に供することができる
。たとえば、成分を互いに分離することができ、さもなければ、化学的分類又は個々の化
合物の混合物に分画化することができる。典型的な分離工程には、１以上方法工程（たと
えば、極性溶媒、有機溶媒又は臨界流体を用いた溶媒抽出）、クロマトグラフィ、蒸留、
濾過、再結晶化、及び／又は溶媒／溶媒の区分化を挙げることができる。例となる抽出及
び分離の溶媒又はキャリアには、水、アルコール（たとえば、メタノール又はエタノール
）、炭化水素（たとえば、ヘプタン及びヘキサン）、ジエチルエーテル、塩化メチレン及
び超臨界二酸化炭素が挙げられる。Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種から成分を抽出するのに有用な
例となる技法は、すべて参照によって本明細書に組み入れられるＦｉｏｒｅへの米国特許
第４，１４４，８９５号；Ｏｓｂｏｒｎｅ，Ｊｒ．らへの同第４，１５０，６７７号；Ｒ
ｅｉｄへの同第４，２６７，８４７号；Ｗｉｌｄｍａｎらへの同第４，２８９，１４７号
；Ｂｒｕｍｍｅｒらへの同第４，３５１，３４６号；Ｂｒｕｍｍｅｒらへの同第４，３５
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９，０５９号；Ｍｕｌｌｅｒへの同第４，５０６，６８２号；Ｋｅｒｉｔｓｉｓへの同第
４，５８９，４２８号；Ｓｏｇａらへの同第４，６０５，０１６号；Ｐｏｕｌｏｓｅらへ
の同第４，７１６，９１１号；Ｎｉｖｅｎ，Ｊｒ．らへの同第４，７２７，８８９号；Ｂ
ｅｒｎａｓｅｋらへの同第４，８８７，６１８号；Ｃｌａｐｐらへの同第４，９４１，４
８４号；Ｆａｇｇらへの同第４，９６７，７７１号；Ｒｏｂｅｒｔｓらへの同第４，９８
６，２８６号；Ｆａｇｇらへの同第５，００５，５９３号；Ｇｒｕｂｂｓらへの同第５，
０１８，５４０号；Ｗｈｉｔｅらへの同第５，０６０，６６９号；Ｆａｇｇへの同第５，
０６５，７７５号；Ｗｈｉｔｅらへの同第５，０７４，３１９号；Ｗｈｉｔｅらへの同第
５，０９９，８６２号；Ｗｈｉｔｅらへの同第５，１２１，７５７号；Ｆａｇｇへの同第
５，１３１，４１４号；Ｍｕｎｏｚらへの同第５，１３１，４１５号；Ｆａｇｇへの同第
５，１４８，８１９号；Ｋｒａｍｅｒへの同第５，１９７，４９４号；Ｓｍｉｔｈらへの
同第５，２３０，３５４号；Ｆａｇｇへの同第５，２３４，００８号；Ｓｍｉｔｈへの同
第５，２４３，９９９号；Ｒａｙｍｏｎｄらへの同第５，３０１，６９４号；Ｇｏｎｚａ
ｌｅｚ－Ｐａｒｒａらへの同第５，３１８，０５０号；Ｔｅａｇｕｅへの同第５，３４３
，８７９号；Ｎｅｗｔｏｎへの同第５，３６０，０２２号；Ｃｌａｐｐらへの同第５，４
３５，３２５号；Ｂｒｉｎｋｌｅｙらへの同第５，４４５，１６９号；Ｌａｕｔｅｒｂａ
ｃｈへの同第６，１３１，５８４号；Ｋｉｅｒｕｌｆｆらへの同第６，２９８，８５９号
；Ｍｕａらへの同第６，７７２，７６７号；及びＴｈｏｍｐｓｏｎへの同第７，３３７，
７８２号にて記載されている。また、参照によって本明細書に組み入れられるＢｒａｎｄ
ｔら、ＬＣ－ＧＣ　Ｅｕｒｏｐｅ，ｐ．２－５（Ｍａｒｃｈ，２００２）及びＷｅｌｌｉ
ｎｇｓ，Ａ　Ｐｒａｃｔｉｃａｌ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ　ｏｆ　Ｐｒｅｐａｒａｔｉｖｅ　
ＨＰＬＣ（２００６）にて言及された分離法の種類も参照のこと。加えて、植物又はその
一部を、参照によって本明細書に組み入れられるＩｓｈｉｋａｗａら、Ｃｈｅｍ．Ｐｈａ
ｒｍ．Ｂｕｌｌ．，５０，５０１－５０７（２００２）；Ｔｉｅｎｐｏｎｔら、Ａｎａｌ
．Ｂｉｏａｎａｌ．Ｃｈｅｍ．，３７３，４６－５５（２００２）；Ｏｃｈｉａｉ，Ｇｅ
ｒｓｔｅｌ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ　Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ，６，１７－１９（２００６）；
Ｃｏｌｅｍａｎ，ＩＩＩら、Ｊ．Ｓｃｉ．Ｆｏｏｄ　ａｎｄ　Ａｇｒｉｃ．，８４，１２
２３－１２２８（２００４）；Ｃｏｌｅｍａｎ，ＩＩＩら、Ｊ．Ｓｃｉ．Ｆｏｏｄ　ａｎ
ｄ　Ａｇｒｉｃ．，８５，２６４５－２６５４（２００５）；Ｐａｗｌｉｓｚｙｎ編、Ａ
ｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ　ｏｆ　Ｓｏｌｉｄ　Ｐｈａｓｅ　Ｍｉｃｒｏｅｘｔｒａｃｔｉ
ｏｎ，ＲＳＣ　Ｃｈｒｏｍａｔｏｇｒａｐｈｙ　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｓ，（Ｒｏｙａｌ　
Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，ＵＫ）（１９９９）；Ｓａｈｒａｏｕｉら
、Ｊ．Ｃｈｒｏｍ．，１２１０，２２９－２３３（２００８）；及びＲａｙｍｏｎｄらへ
の５，３０１，６９４にて言及された種類の処理に供することができる。
【００３１】
　特に、特定の実施形態では、植物物質から１以上の所望の化合物を抽出するのに十分な
条件下（たとえば、好適な圧力及び温度）にて植物又はその一部を溶媒に接触させること
によってＮｉｃｏｔｉａｎａ種の植物物質又はその一部から１以上の当該化合物を抽出す
る。一部の実施形態では、溶媒はメタノール又はヘキサンのような有機溶媒である。他の
実施形態では、溶媒は乾燥蒸気である。乾燥蒸気（無水蒸気とも言う）は、最少含量の懸
濁水粒子（すなわち、水分）を有する蒸気である。たとえば、乾燥蒸気は通常、約５重量
％未満の水粒子又は約１０重量％未満の水粒子を含む。
【００３２】
　抽出工程が実施される温度及び圧力は様々であることができる。しかしながら、一部の
実施形態では、好適な抽出は常温及び常圧にて達成される。さらに、溶媒がタバコ材料と
接触する時間の量は様々であることができる。本発明から逸脱することなくさらに長い又
はさらに短い時間を使用することができるが、通常、溶媒はおよそ２時間、タバコ材料に
接触したままである。
【００３３】
　本発明の方法に従って得られる抽出物に存在することができる例となる当該化合物には
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、ソラノン、ネオフィタジエン、メガスティグマトリエノン、β－ダマセノン、ノルソラ
ナジオン、シス－アビエノール、α－センブラトリエンジオール、β－センブラトリエン
ジオール、スクロースエステル、及び／又はルテインが挙げられるが、これらに限定され
ない。
【００３４】
　抽出した生成物のさらなる加工は多数の方法にて行うことができる。さらに加工する方
法は、抽出物に存在する化合物及び／又は抽出で使用された溶媒の種類に左右され得る。
【００３５】
　たとえば、有機溶媒（たとえば、メタノール又はヘキサン）を使用してタバコ材料から
１以上の化合物を抽出する場合、タバコ材料に接触させた溶媒を単に濾過して粒子状のタ
バコ材料を取り除くことができ、濾液は濃縮することができる。
【００３６】
　乾燥蒸気を使用してタバコ材料から１以上の化合物を抽出する場合、乾燥蒸気は接触工
程の後、通常濃縮されて蒸気蒸留物が得られる。特定の実施形態では、この蒸留方法は乾
燥させたタバコ材料の様々な混合物で実施される。たとえば、一実施形態では、鉄管乾燥
タバコ、バーレータバコ及びオリエンタルタバコの混合物が使用される。精油の製造に使
用される方法を本明細書で用いてタバコ植物又はその一部から当該化合物を蒸留すること
ができる。本発明に従ってタバコ植物又はその一部から当該化合物を提供するのに使用す
ることができる又は使用するために改変することができる例となる蒸気蒸留の過程及び条
件については、参照によって本明細書に組み入れられるＭｃＫｅｌｌｉｐらへの米国特許
第５，８９１，５０１号を参照のこと。このように物質を加工するのに使用される装置の
種類は、たとえば、ペパーミント油の単離に従来採用されている種類であることができる
。特定の実施形態では、蒸気蒸留は互いに分離することができる水濃縮物層及び油性層を
含む。
【００３７】
　こうしてタバコ材料から得られる油性層は通常１以上の当該化合物（たとえば、ネオフ
ィタジエン、ソラノン、メガスティグマトリエノン異性体、β－ダマセノン、ノルソラナ
ジオン）を含む。特定の実施形態では、油性層は、上述の１以上の当該化合物を含む風味
化合物が有利に豊富であり、本質的にアルカロイドを含まない。たとえば、特定の実施形
態では、油性層は、約１５重量％未満、約１０重量％未満、約５重量％未満、約２重量％
未満、約１重量％未満、又は約０．５重量％未満のアルカロイドを含有する。油性層に存
在する他の化合物の比率は、たとえば、本明細書で提供される方法による蒸留に供される
タバコの種類に応じて変化することができる。
【００３８】
　蒸留工程から生じる廃水は、特定の実施形態では、当該化合物（油性層に存在すると言
及された当該化合物を含むが、これらに限定されない）も含む。これらの化合物は、蒸留
工程が顕著に水溶性である特定の化合物を提供することができるので、油性層及び水の双
方に存在すると考えられる。従って、一部の実施形態では、当該化合物は、蒸留工程によ
って産出される廃水から単離される。たとえば、一部の実施形態では、風味化合物及び／
又はニコチンは廃水に存在する。廃水における種々の揮発性及び半揮発性の化合物比率は
時間の関数として変化することが留意される。従って、廃水の種々の分画を別々に回収し
て高い比率の特定の化合物を含有する溶液を提供することができる。従って、本発明は、
蒸留による所望の化合物の抽出を提供し、その際、所望の化合物は蒸留物の油性層、蒸留
物の水性層、及び／又は蒸留工程の間に産出される廃水にて提供される。
【００３９】
　Ｎｉｃｏｔｉａｎａ植物又はその一部に由来する種々の化合物又は化合物の混合物を本
明細書で提供される方法によって単離することができる。本明細書で使用されるとき、「
単離された成分」又は「植物単離物」は、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物又はその一部から
分離された化合物又は化合物の複雑な混合物である。単離された成分は、単一化合物、類
似の化合物の相同混合物（たとえば、風味化合物の異性体）、又は似ていない化合物（た
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合物）の非相同混合物であることができる。本明細書で記載される抽出方法に供されてい
るタバコ材料をさらに加工して、たとえば、それから１以上の追加の化合物を抽出し得る
。たとえば、参照によって本明細書に組み入れられるＨａｖｋｉｎ－Ｆｒｅｎｋｅｌへの
米国特許出願公開番号２００８／０２５４１４９を参照のこと。
【００４０】
　本発明によれば、異なる風味及び芳香の特徴を有する種々の化合物をＮｉｃｏｔｉａｎ
ａ種の植物から抽出する及び／又は単離することができる。それらの化合物の特定のもの
は、温度、湿度及び気圧の正常な周囲条件下で揮発性であるとみなすことができる。好ま
れる化合物は相対的に低い濃度で好意的な感覚的特質を示す。Ｎｉｃｏｔｉａｎａ植物に
存在し、本明細書で記載される方法によって抽出され、単離されるその種の化合物の例に
は、ソラノン、ネオフィタジエン、メガスティグマトリエノン、β－ダマセノン、ノルソ
ラナジオン、シス－アビエノール、α－センブラトリエンジオール、β－センブラトリエ
ンジオール、スクロースエステル、及び／又はルテインが挙げられる。
【００４１】
　その構造が以下に示されるシス－アビエノールはタバコの緑の葉における主要なラブダ
ノイドである。たとえば、シス－アビエノールは一般にオリエンタルタバコに見られる。
【化１】

【００４２】
　緑色のオリエンタルタバコの空気乾燥及び日干し乾燥の間に、多数のラブダノイド分解
産物が形成されるので、シス－アビエノールの濃度は通常、十分に低下する。ラブダノイ
ド分解産物は構造的にシス－アビエノールに類似し、たとえば、その構造が以下で示され
るスクラレオリド、スクラレオール及びアンブロキシドが含まれる。これらの分解産物は
、オリエンタルタバコを含むタバコ製品にスギの特徴を付与することが知られている。
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【化２】

【００４３】
　単離されたシス－アビエノールには、喫煙製品及び／又は無煙タバコ製品にて多数の応
用がある。一部の実施形態では、単離されたシス－アビエノールを種々の手段によって分
解し、分解産物を喫煙製品及び／又は無煙タバコ製品にて使用することができる。たとえ
ば、特定の実施形態では、単離されたシス－アビエノール及び／又はその分解産物は、タ
バコに由来する天然の風味物質（たとえば、トルコの代替風味材）又はオリエンタルタバ
コの代替物として使用される。一部の実施形態では、シス－アビエノール及び／又はその
分解産物は、治療応用又は栄養補助応用に使用される。たとえば、ラブダノイド化合物は
抗癌活性を示している。たとえば、参照によって本明細書に組み入れられるＪｕｎｇら、
Ｂｉｏｏｒｇ．Ｍｅｄ．Ｃｈｅｍ．Ｌｅｔｔ．８：３２９５－９８（１９９８）を参照の
こと。一部の実施形態では、シス－アビエノールは他の化合物の調製における基質として
使用される。たとえば、アテローム性硬化症のリスクを下げ得るコレステロールエステル
転移タンパク質阻害剤であるウエイデンジオールの合成における基質としてそれは使用さ
れている。たとえば、参照によって本明細書に組み入れられるＢａｒｒｅｒｏら、Ｔｅｔ
ｒａｈｅｄｒｏｎ、５４：５６３５－５６５０（１９９８）を参照のこと。
【００４４】
　その構造が以下で示されるセンブラトリエンジオール（たとえば、α－２,７,１１－セ
ンブラトリエン－４,６－ジオール及びβ－２,７,１１－センブラトリエン－４,６－ジオ
ール）は、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ　ｔａｂａｃｕｍの葉及び花にて多量に見い出される。タ
バコの葉を乾燥させる間でのこれらの化合物の生分解はある範囲の風味化合物の形成を生
じる。センブラトリエンジオールは以下で描かれる構造を有する。
【化３】

【００４５】
　単離されたセンブラトリエンジオールは、喫煙製品及び／又は無煙タバコ製品にて多数
の応用がある。一部の実施形態では、単離されたセンブラトリエンジオールは種々の手段



(15) JP 6480731 B2 2019.3.13

10

20

30

40

50

によって分解され、分解産物は喫煙製品及び／又は無煙タバコ製品にて使用される。たと
えば、特定の実施形態では、単離されたセンブラトリエンジオール及び／又はその分解産
物はタバコ由来の天然の風味物質として使用される。一部の実施形態では、センブラトリ
エンジオール及び／又はその分解産物は治療応用に使用される。たとえば、センブラトリ
エンジオールは、癌及び特定の神経変性疾患の治療における潜在的な健康利益を提供する
ことが分っている。たとえば、参照によって本明細書に組み入れるＳａｉｔｏら、Ａｇｒ
ｉｃ．Ｂｉｏｌ．Ｃｈｅｍ．５１（３）：９４１－４３（１９８７）及びＭｉｚｕｓａｋ
ｉらへの米国特許第４，７０１，５７０号を参照のこと。センブラトリエンジオール及び
その誘導体は、喫煙を阻止する及び／又はニコチン中毒を治療する薬剤としても有用であ
り得る。たとえば、Ｅｌ　Ｓａｙｅｄら、Ｅｘｐｅｒｔ　Ｏｐｉｎ．Ｉｎｖｅｓｔ．Ｄｒ
ｕｇｓ、１６（６）：８７７－８７（２００７）を参照のこと。
【００４６】
　スクロースエステルは、スクロースのグルコース部分の水酸基に結合した低分子カルボ
ン酸を特徴とする糖脂質化合物である。スクロースエステルは、オリエンタルタバコの風
味に関与する最も重要な芳香及び感覚の前駆体の一部であるとみなされる。たとえば、参
照によって本明細書に組み入れるＬｅｆｆｉｎｇｗｅｌｌら、Ｒｅｃ．Ａｄｖ．Ｔｏｂ．
Ｓｃｉ．１４：１６９－２１８（１９９８）を参照のこと。
【００４７】
　スクロースエステルは通常、グルコース環上に３つのアシル基を含むスクロース分子で
あり、アシル基の各炭化水素は３～８の炭素原子を含み、任意で１以上の二重結合を含む
。スクロースエステルは通常また、グルコース環又はフルクトース環のいずれかでアセチ
ル基を含み、それがテトラ－アシルスクロースエステルとしてのこれらエステルへの共通
する参照を生じる。本発明に従って単離したスクロースエステルの正確な構造は、置換、
鎖長、及びアシル基の飽和に関して幾分変化することができ、オリエンタルタバコのほと
んどのスクロースエステルは以下の構造によって包含される。
【化４】

　式中、ＲはＣ３～Ｃ８の炭化水素であり、それは直鎖又は分枝鎖であることができ、及
び飽和又は不飽和であることができ、Ｒ１置換基は双方ともＨであり、又は一方のＲ１が
Ｈであり、他方がアセチル（－Ｃ（Ｏ）ＣＨ３）である。ほとんどの一般的なＲ基はブチ
ル、ペンチル及びヘキシルを含む。
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【００４８】
　その構造が以下で示されるルテインは、タバコにおける主要なカロテノイド色素である
。
【化５】

【００４９】
　ルテインは、緑葉のタバコの空気乾燥の間に分解して幾つかのイオノン及びその誘導体
を生成することが知られている。ルテインの２つの重要な種類の誘導体は、メガスティグ
マトリエノン及びβ－ダマセノンである。これらの化合物は乾燥タバコの芳香特性に影響
を及ぼす。ルテインの分解産物であることに加えて、その構造が以下で示されるメガステ
ィグマトリエノン及びβ－ダマセノンはまた、本明細書で提供される方法に従ってタバコ
から別々に抽出され、単離され得る。
【化６】

【００５０】
　単離されたルテインは喫煙製品及び／又は無煙タバコ製品にて多数の応用があり得る。
一部の実施形態では、単離されたルテインを種々の手段によって分解し、それから産出さ
れる分解産物を喫煙製品及び／又は無煙タバコ製品にて使用することができる。たとえば
、特定の実施形態では、単離されたルテイン及び／又はその分解産物は、タバコに由来す
る天然の風味物質、着色剤又は抗酸化剤として使用され得る。ルテインはまた栄養化合物
及び／又は治療用化合物としても有用である。たとえば、参照によって本明細書に組み入
れられるＧｒａｎａｄｏら、Ｂｒ．Ｊ．Ｎｕｔｒ．９０（３）：４８７－５０２（２００
３）；Ｓｉｅｓら、Ｉｎｔ．Ｊ．Ｖｉｔａｍ．Ｎｕｔｒ．Ｒｅｓ．７３（２）：９５－１
００（２００３）；及びＫｒｉｎｓｋｙら、Ａｎｎｕ．Ｒｅｖ．Ｎｕｔｒ．２３（２）：
１７１－２０１（２００３）を参照のこと。
【００５１】
　ソラノンは、有用なタバコ風味剤及び風味増強剤である化合物である。バーレータバコ
の芳香に存在することが特に言及される。たとえば、参照によって本明細書に組み入れら
れるＤｏｍｌｅら、Ｈｅｌｖ．Ｃｈｉｍ．Ａｃｔａ，５５（６）：１８６６－１８８２（
１９７２）を参照のこと。それは合成手段（たとえば、参照によって本明細書に組み入れ
られるJohnson et al., J. Org. Chem. 30(9): 2918-2921 (1965); 及びＨａｌｌらへの
米国特許第４，４３３，６９５号及びＬｉｇｈｔらへの同第４，５４７，５９４号を参照
）によって一般的に生産されるけれども、ソラノンはタバコに存在し、本明細書で提供さ
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【化７】

【００５２】
　単離されたソラノンには喫煙製品及び／又は無煙タバコ製品にて多数の応用があり得る
。一部の実施形態では、単離されたソラノンは種々の手段によって分解され、分解産物が
喫煙製品及び／又は無煙タバコ製品にて使用され得る。たとえば、特定の実施形態では、
単離されたソラノン及び／又はその分解産物はタバコに由来する天然の風味物質として使
用され得る。
【００５３】
　その構造が以下で示されるネオフィタジエンはタバコの煙の噴霧質における揮発物を捕
捉することによって風味キャリアとして作用し得るタバコの風味増強剤であることが報告
されている。たとえば、Ｊ．Ｃ．Ｌｅｆｆｉｎｇｗｅｌｌ，Ｌｅａｆ　ｃｈｅｍｉｓｔｒ
ｙ：ｂａｓｉｃ　ｃｈｅｍｉｃａｌ　ｃｏｎｓｔｉｔｕｅｎｔｓ　ｏｆ　ｔｏｂａｃｃｏ
　ｌｅａｆ　ａｎｄ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅｓ　ａｍｏｎｇ　ｔｏｂａｃｃｏ　ｔｙｐｅ
ｓ．Ｔｏｂａｃｃｏ：Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎ
ｏｌｏｇｙ，２６５－２８４（１９９９）を参照のこと。

【化８】

【００５４】
　単離されたネオフィタジエンには喫煙製品及び／又は無煙タバコ製品にて多数の応用が
あり得る。一部の実施形態では、単離されたネオフィタジエンは種々の手段によって分解
され、分解産物が喫煙製品及び／又は無煙タバコ製品にて使用され得る。たとえば、特定
の実施形態では、単離されたネオフィタジエン及び／又はその分解産物はタバコに由来す
る天然の風味物質として使用され得る。
【００５５】
　その構造が以下で示されるノルソラナジオンは、タバコ風味剤として及び喫煙タバコの
芳香及び味を増強する又は向上させることにおいて有用であることが知られる別の化合物
である。ソラノンと同様に、この化合物は単離されるよりはむしろ一般的に合成される。
たとえば、参照によって本明細書に組み入れられるＬｉｇｈｔへの米国特許第４，５１７
，３８５号を参照のこと。
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【化９】

【００５６】
　単離されたノルソラナジオンには喫煙製品及び／又は無煙タバコ製品にて多数の応用が
あり得る。一部の実施形態では、単離されたノルソラナジオンは種々の手段によって分解
され、分解産物がタバコ製品にて使用され得る。たとえば、特定の実施形態では、単離さ
れたノルソラナジオン及び／又はその分解産物はタバコに由来する天然の風味物質として
使用され得る。
【００５７】
　タバコからの当該化合物の抽出に続いて、本発明に従って特定の化合物をさらに単離し
、精製することが望ましい。本明細書で開示される抽出工程が通常、化合物の複雑な混合
物をもたらすので、それらはさらに処理されて化合物の所望の混合物及び／又は単一の単
離された化合物を提供しなければならない（たとえば、少なくとも約７５重量％の化合物
（単数）又は化合物（複数）が得られなければならない）。
【００５８】
　そのような混合物及び／又は単一の化合物が提供される手段は様々であることができる
。追加の溶媒抽出（たとえば、極性溶媒、有機溶媒又は超臨界流体を用いた溶媒抽出）、
クロマトグラフィ、蒸留、濾過、再結晶化、及び／又は溶媒／溶媒の区分化を用いて抽出
物から所望の化合物を単離し得る及び／又は精製し得る。
【００５９】
　一部の実施形態では、複数の方法を用いて所望の化合物を単離し得る。たとえば、溶媒
抽出を１以上のクロマトグラフィ法と組み合わせ得る。抽出を介して得られた試料を溶媒
に溶解し、フラッシュクロマトグラフィに直接注入し得る又は注入に先立って何らかの方
法で処理し得る。別の例では、一部の実施形態では、試料を先ず処理して、フラッシュク
ロマトグラフィによって単離される化合物と同様の条件下で溶出することが分っている１
以上の化合物を取り除く。特定の一実施形態では、タバコ材料のメタノール抽出で得られ
た抽出物を処理してクエルセチン－３－ルチノシド（「ルチン」）を取り除く。たとえば
、水、メタノール及び塩化メチレンを加え、メタノール／水の層にルチンを抽出すること
によってルチンを取り除くことができる。塩化メチレン層を濃縮し、さらに処理して（た
とえば、クロマトグラフィによって）その中に含有される所望の化合物を単離及び／又は
精製することができる。他の実施形態では、抽出物を溶解し、クロマトグラフィ分離に直
接供することができる。
【００６０】
　一部の実施形態では、分取用液体クロマトグラフィを用いてタバコ抽出物から特定の当
該化合物を単離及び／又は精製することができる。一部の実施形態では、標準の溶出時間
に基づく分取用液体クロマトグラフィを用いて当該の化合物（単数）又は化合物（複数）
を単離する。Ｗａｔｅｒｓ、Ａｇｉｌｅｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ及びＢｉｏ－Ｒ
ａｄを含むメーカーから種々の自動化された分取用ＬＣ方式が利用可能である。使用され
る分取用ＬＣ方式の特定のパラメータが当業者によって変えられ、所望のレベルの分離を
達成することができる。たとえば、溶媒は、当該化合物を溶解するのに十分な溶媒又は溶
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媒の混合物であり得る。溶媒は、たとえば、水、メタノール、エタノール、酢酸エチル、
ジエチルエーテル、塩化メチレン、クロロホルム、石油エーテル及び／又はヘキサンであ
り得る。均一濃度の又は勾配のある溶媒系（すなわち、２以上の溶媒の比を時間の関数と
して変化させること）によって方式が操作され得る。一部の実施形態では、当該化合物と
混合物に存在する化合物の間で最良の分離を提供するように溶媒系を選択することができ
る。系の流速は、たとえば、約１０ｍｌ／分～約１００ｍｌ／分（たとえば、約３６ｍｌ
／分）で変えられ得る。
【００６１】
　一部の実施形態では、フラッシュクロマトグラフィを用いてタバコ抽出物から当該化合
物を単離し及び／又は抽出する。フラッシュクロマトグラフィ方式は当該技術で既知であ
り、例となる方式は、たとえば、参照によって本明細書に組み入れられる
Ｓｔｉｌｌら、Ｊ．Ｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．４２：２９２３－２９２５（１９７８）及びＡｎ
ｄｒｅｗｓへの米国特許第４，５９１，４４２号にて議論されている。Ｂｉｏｔａｇｅ、
Ｔｅｌｅｄｙｎｅ　Ｉｓｃｏ、Ｇｒａｃｅ　Ｄａｖｉｓｏｎ　Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ　Ｓｃ
ｉｅｎｃｅｓ及びＢｕｃｈｉを含むメーカーから種々の自動化されたフラッシュクロマト
グラフィ方式が利用可能である。フラッシュクロマトグラフィは、カラムが通常相対的に
大きな粒子サイズを有し（たとえば、大まかに３０～４０μｍ）、大量の試料を収容する
ことができ、注入当たり単離されるさらに多くの当該化合物を可能にするので、合理的に
大量の化合物を提供するのに望ましくてもよい。
【００６２】
　使用されるフラッシュクロマトグラフィ方式の特定のパラメータが当業者によって変え
られ、所望のレベルの分離を達成することができる。たとえば、溶媒は、当該化合物を溶
解するのに十分な溶媒又は溶媒の混合物であり得る。溶媒は、たとえば、水、メタノール
、エタノール、酢酸エチル、ジエチルエーテル、塩化メチレン、クロロホルム、石油エー
テル及び／又はヘキサンであり得る。均一濃度の又は勾配のある溶媒系（すなわち、２以
上の溶媒の比を時間の関数として変化させること）によって方式が操作され得る。一部の
実施形態では、当該化合物と混合物に存在する化合物の間で最良の分離を提供するように
溶媒系を選択することができる。系の流速は、たとえば、約２０～約２００ｍｌ／分（た
とえば、約１５０ｍｌ／分）で変えられ得る。
【００６３】
　フラッシュクロマトグラフィは十分な精製レベルで当該化合物を提供してもよいし、し
なくてもよい。特定の実施形態では、当該化合物に相当する分画を回収し、合わせ、濃縮
して十分な精製レベルで当該化合物を含む単離物を得てもよい（すなわち、当該化合物は
単離物の十分な重量比率で存在する）。たとえば、本発明の単離物は、約７５重量％を超
える、約８０重量％を超える、約８５重量％を超える、約９０重量％を超える、約９５重
量％を超える、約９８重量％を超える、又は約９９重量％を超える量で当該化合物を含む
。一部の実施形態では、フラッシュクロマトグラフィから得られた分画を、分取用液体ク
ロマトグラフィを用いてさらに分離することができる。
【００６４】
　一部の実施形態では、単離された化合物又はその混合物をこれらの化合物が化学変換を
受けるように条件に供することができる。たとえば、Ｎｉｃｏｔｉａｎａ種の植物又はそ
の一部から得られたタバコ材料を、化学変換を起こすように又は他の成分と混合されるよ
うに処理することができる。一部の実施形態では、それらから得た抽出物又は単離された
化合物（単離物）を、化学変換を起こすように又は他の成分と混合されるように処理する
ことができる。タバコ材料、抽出物又は単離された化合物の化学変換又は修飾は、タバコ
材料、抽出物又は単離された化合物の特定の化学的特性及び物理的特性（たとえば、その
感覚的特質）の変化を生じる。例となる化学修飾工程は、酸／塩基反応、加水分解、酸化
、熱及び／又は酵素処理によって実施することができ、そのようなものとして化合物は種
々の分解反応を受けることができる。
【００６５】
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　特定の実施形態では、タバコ材料、抽出物又は単離物を処理して分解産物を提供する（
たとえば、ルテインは処理されて、メガスティグマトリエノン及び／又はβ－ダマセノン
を含む種々の風味化合物を提供し得る；シス－アビエノールは処理されてスクラレオリド
、スクラレオール及び／又はアンブロキシドを提供し得る）。分解産物は、本発明に従っ
て抽出される及び／又は単離される化合物から生産される化合物である。分解産物は、そ
のような化合物から天然に形成することができ、又は加速された分解工程によって生産さ
れ得る（たとえば、熱及び／又は化学物質の添加によって化合物の分解を加速する）。こ
れらの化合物は、たとえば、（たとえば、Ｈ２Ｏ２又は他の酸化剤を介した）酸化及び／
又は加水分解反応によって分解することができる。
【００６６】
　本発明に係るタバコ材料、抽出物又は単離物と混合することができるさらなる成分の例
となる種類には、１以上の風味剤、充填剤、結合剤、ｐＨ調整剤、緩衝化剤、着色剤、崩
壊助剤、抗酸化剤、保湿剤及び保存剤が挙げられる。
【００６７】
　本発明の抽出物及び単離物は、タバコ組成物、特に喫煙物品又は無煙タバコ製品に組み
込まれるタバコ組成物に添加される成分として有用である。タバコ組成物への抽出物又は
単離物の添加は、抽出物又は単離物の性質及びタバコ組成物の種類に応じて様々な方法で
タバコ組成物を向上させることができる。例となる抽出物及び単離物は、タバコ製品に風
味及び／又は芳香を提供するように役立つことができる（たとえば、タバコ組成物又はそ
れに由来する煙の感覚特性を変える組成物）。本発明の抽出物及び単離物はまた、その中
に他のタバコ材料を含有しないタバコ製品の成分として使用することができる。言い換え
れば、本発明の抽出物又は単離物は、たとえば、口腔で溶解する又は溶融するように適合
させた製品のような経口無煙タバコ組成物に抽出物又は単離物を組み入れることによって
、本発明のタバコ製品にてタバコの唯一の供給源として使用されてもよい。
【００６８】
　本発明に従って得られる抽出物又は単離物の形態は様々であることができる。通常、単
離物は固体、液体又は半固体又はゲルの形態である。単離物は、凝固した形態、純粋な形
態又は原液の形態で使用することができる。単離物の固体形態には、スプレー乾燥した形
態及び凍結乾燥した形態が含まれる。単離物の液体形態には、水性又は有機溶媒のキャリ
ア中に含有される単離物が含まれる。
【００６９】
　抽出物又は単離物は、様々な方法でタバコ組成物の成分として使用することができる。
抽出物又は単離物は加工されたタバコの成分として使用することができる。１つの点にお
いては、抽出物又は単離物は、タバコ細長片への適用のための外包配合組成の中で（たと
えば、参照によって本明細書に組み入れられるＳｈｅｌａｒへの米国特許第４，８１９，
６６８号にて言及された方式及び方法の種類を用いて）、又は先端装飾配合組成の中で使
用することができる。或いは、抽出物又は単離物は、再構成されたタバコ材料の成分とし
て使用することができる（たとえば、参照によって本明細書に組み入れられるＳｏｈｎへ
の米国特許第５，１４３，０９７号；Ｂｒｉｎｋｌｅｙらへの同第５，１５９，９４２号
；Ｊａｋｏｂへの同第５，５９８，８６８号；Ｙｏｕｎｇへの同第５，７１５，８４４号
；Ｇｅｌｌａｔｌｙへの同第５，７２４，９９８号；及びＫｕｍａｒへの同第６，２１６
，７０６号にて一般に言及された種類のタバコの再構成方法を用いて）。抽出物又は単離
物は、紙巻タバコフィルターに組み込むことができ（たとえば、フィルタープラグ、プラ
グラップ又はチップペーパーにて）、又は紙巻タバコの製造工程の間で、紙巻タバコの巻
き紙に、好ましくは内面にて組み入れることができる。
【００７０】
　Ｎｉｃｏｔｉａｎａ由来の抽出物又は単離物は、喫煙物品に組み入れることができる。
代表的なタバコのブレンド、非たばこ成分及びそれらから製造される代表的な紙巻タバコ
は、Ｌａｗｓｏｎらへの米国特許第４，８３６，２２４号；Ｐｅｒｆｅｔｔｉらへの同第
４，９２４，８８８号；Ｂｒｏｗｎらへの同第５，０５６，５３７号；Ｇｅｎｔｒｙへの
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同第５，２２０，９３０号；及びＢｌａｋｌｅｙらへの同第５，３６０，０２３号；Ｓｈ
ａｆｅｒらへの米国特出願２００２／００００２３５；及びＰＣＴ　ＷＯ０２／３７９９
０にて言及されている。これらのタバコ材料はまた、Ｓｅｎｓａｂａｕｇｈへの米国特許
出願第４，７９３，３６５号；Ｃｌｅａｒｍａｎらへの同第４，９１７，１２８号；Ｂｒ
ｏｏｋｓらへの同第４，９４７，９７４号；Ｋｏｒｔｅへの同第４，９６１，４３８号；
Ｌａｗｒｅｎｃｅらへの同第４，９２０，９９０号；Ｃｌｅａｒｍａｎらへの同第５，０
３３，４８３号；Ｇｅｎｔｒｙらへの同第５，０７４，３２１号；Ｄｒｅｗｅｔｔらへの
同第５，１０５，８３５号；Ｒｉｇｇｓらへの同第５，１７８，１６７号；Ｃｌｅａｒｍ
ａｎらへの同第５，１８３，０６２号；Ｓｈａｎｎｏｎらへの同第５，２１１，６８４号
；Ｄｅｅｖｉらへの同第５，２４７，９４９号；Ｒｉｇｇｓらへの同第５，５５１，４５
１号；Ｂａｎｅｒｊｅｅらへの同第５，２８５，７９８号；Ｆａｒｒｉｅｒらへの同第５
，５９３，７９２号；Ｂｅｎｓａｌｅｍらへの同第５，５９５，５７７号；Ｃｏｕｎｔｓ
らへの同第５，８１６，２６３号；Ｂａｒｎｅｓらへの同第５，８１９，７５１号；Ｂｅ
ｖｅｎらへの同第６，０９５，１５３号；Ｎｉｃｈｏｌｓらへの同第６，３１１，６９４
号；及びＮｉｃｈｏｌｓらへの同第６，３６７，４８１号；Ｒｏｂｉｎｓｏｎらへの米国
特許出願公開番号２００８／００９２９１２及びＰＣＴ　ＷＯ９７／４８２９４及びＰＣ
Ｔ　ＷＯ９８／１６１２５にて記載されている種類の紙巻タバコの製造に使用することが
できる。Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｓｔｕｄｉｅｓ　ｏｎ　Ｎ
ｅｗ　Ｃｉｇａｒｅｔｔｅ　Ｐｒｏｔｏｔｙｐｅｓ　ｔｈａｔ　Ｈｅａｔ　Ｉｎｓｔｅａ
ｄ　ｏｆ　Ｂｕｒｎ　Ｔｏｂａｃｃｏ，Ｒ．Ｊ．Ｒｅｙｎｏｌｄｓ　Ｔｏｂａｃｃｏ　Ｃ
ｏｍｐａｎｙ　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ（１９８８）及びＩｎｈａｌａｔｉｏｎ　Ｔｏｘｉｃ
ｏｌｏｇｙ，１２：５，ｐ．１－５８（２０００）も参照のこと。
【００７１】
　本明細書で記載される抽出物又は単離物は、たとえば、ゆるく水分を含んだ嗅ぎ薬、
ゆるく乾燥した嗅ぎ薬、噛みタバコ、粉砕したタバコ片(たとえば、丸薬、錠剤、球形、
コイン、ビーズ、横長形又は豆の形状を有する）、押し出した又は形成されたタバコ細長
片、小片、ロッド、円筒又は棒、微細に分割し、磨り潰した粉、紛体化した小片及び成分
の微細に分割した又は粉にした塊、薄片様の小片、成形し、加工したタバコ片、タバコを
含有するガムの小片、テープ様の膜の巻物、水に溶けやすい又は水分散性の膜若しくは細
片（Ｃｈａｎへの米国特許出願公開番号２００６／０１９８８７３）、又は外殻を加工し
ているカプセル様の物質（たとえば、天然では透明、無色、半透明である又は高度に着色
している、曲げやすい又は硬質の外殻）及び内部領域を加工しているタバコ又はタバコ風
味（たとえば、一部の形態のタバコを組み入れるＮｅｗｔｏｎｉａｍ液又はチキソトロピ
ー液）のような無煙タバコ製品に組み入れることができる。種々の種類の無煙タバコ製品
は、それぞれ参照によって本明細書に組み入れられるＳｃｈｗａｒｔｚへの米国特許第１
，３７６，５８６号；Ｌｅｖｉへの同第３，６９６，９１７号；Ｐｉｔｔｍａｎらへの同
第４，５１３，７５６号；Ｓｅｎｓａｂａｕｇｈ，Ｊｒ．らへの同第４，５２８，９９３
号；Ｓｔｏｒｙらへの同第４，６２４，２６９号；Ｔｏｗｎｓｅｎｄへの同第４，９８７
，９０７号；Ｓｐｒｉｎｋｌｅ，ＩＩＩらへの同第５，０９２，３５２号；及びＷｈｉｔ
ｅらへの同第５，３８７，４１６号；Ｓｔｒｉｃｋｌａｎｄらへの米国特許出願公開番号
２００５／０２４４５２１及びＥｎｇｓｔｒｏｍらへの同２００８／０１９６７３０；Ａ
ｒｎａｒｐらへのＰＣＴ　ＷＯ０４／０９５９５９．；ＡｔｃｈｌｅｙらへのＰＣＴ　Ｗ
Ｏ０５／０６３０６０；ＢｊｏｒｋｈｏｌｍへのＰＣＴ　ＷＯ０５／０１６０３６及びＱ
ｕｉｎｔｅｒらへのＰＣＴ　ＷＯ０５／０４１６９９にて言及されている。それぞれ参照
によって本明細書に組み入れられるＡｔｃｈｌｅｙらへの米国特許第６，９５３，０４０
号及びＡｔｃｈｌｅｙらへの同第７，０３２，６０１号；Ｗｉｌｌｉａｍｓｈｗへの同米
国特許出願公開番号２００２／０１６２５６２；Ｗｉｌｌｉａｍｓへの同２００２／０１
６２５６３；Ａｔｃｈｌｅｙらへの同２００３／００７０６８７；Ｗｉｌｌｉａｍｓへの
同２００４／００２０５０３；Ｂｒｅｓｌｉｎらへの同２００５／０１７８３９８；Ｓｔ
ｒｉｃｋｌａｎｄらへの同２００６／０１９１５４８；Ｈｏｌｔｏｎ，Ｊｒ．らへの同２
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００７／００６２５４９；Ｈｏｌｔｏｎ，Ｊｒ．らへの同２００７／０１８６９４１；Ｓ
ｔｒｉｃｋｌａｎｄらへの同２００７／０１８６９４２；Ｄｕｂｅらへの同２００８／０
０２９１１０；Ｒｏｂｉｎｓｏｎらへの同２００８／００２９１１６；Ｍｕａらへの２０
０８／００２９１１７；Ｒｏｂｉｎｓｏｎらへの同２００８／０１７３３１７及びＮｅｉ
ｌｓｅｎらへの２００８／０２０９５８６にて言及された種類の無煙タバコの配合組成、
成分及び加工方法も参照のこと。
【００７２】
　タバコ組成物に加えられる又はタバコ組成物若しくはタバコ製品の中に組み入れられる
抽出物又は単離物の量は、その抽出物又は単離物の所望の機能、その抽出物又は単離物の
化学構成、及び抽出物又は単離物が加えられるタバコ組成物の種類に左右され得る。タバ
コ組成物に加えられる量は様々であることができるが、通常、抽出物又は単離物が加えら
れるタバコ組成物の総乾燥重量に基づいて約５ｐｐｍ～約５重量パーセントに及び得る。
加えられる量は、たとえば、そのような化合物又は化合物混合物の添加によって達成され
る目標（たとえば、風味の向上）及び加えられる化合物又は化合物混合物の特定の特徴に
応じて変化してもよい。
【００７３】
実験
　本発明の特定の態様を説明するために言及され、その限定として解釈されるべきではな
い以下の実施例によって本発明の態様をさらに完全に説明する。
【実施例】
【００７４】
実施例１
スクロースエステル、ルテイン、センブラトリエンジオール及びシス－アビエノールの抽
出及び単離
抽出
【００７５】
　Ｎｉｃｏｔｉａｎａ　ｔａｂａｃｕｍギャルパオタバコを収穫し、小片に刻み、メタノ
ールで抽出する。葉を取り除き、メタノール抽出物をおよそ７７重量％の固体に濃縮する
。濃縮したメタノール抽出物は、上のタール様の層（メタノールに可溶性である）及び下
の水性層（水に可溶性である）を含む２層に分離する。上のタール様の層が分離され、た
とえば、スクロースエステル、センブラトリエンジオール及びシス－アビエノールのよう
な葉表面の当該検体を含有することが見つかる。液体クロマトグラフィ及び／又はフラッ
シュクロマトグラフィによって当該検体を分離し、回収することができる。
【００７６】
単離方法
　分取用規模の液体クロマトグラフィを一般に用いて複雑な混合物における当該化合物を
分離し、回収する（たとえば、Ｗａｔｅｒｓ２７０７自動試料採取器、Ｗａｔｅｒｓ　Ｄ
ＡＤ検出器、Ｗａｔｅｒｓ２５４５四次勾配モジュール、及びＷａｔｅｒｓフラクション
コレクターＩＩＩを含み、ＷａｔｅｒｓμＢｏｎｄａｐａｋ　Ｃ１８　１９ｘ３００ｍｍ
のカラムとフラクションコレクターを備えたＷａｔｅｒｓの分取用ＬＣ方式を用いて）。
【００７７】
　分離方法は通常分析規模の液体クロマトグラフィ（ＷａｔｅｒｓμＢｏｎｄａｐａｋ　
Ｃ１８、３．９×３００ｍｍ、１０μｍ粒子のカラムを備えたＷａｔｅｒｓの２６９５Ｌ
Ｃ方式を用いて）で開発し、分取用規模の液体クロマトグラフィに規模を上げる。フラッ
シュクロマトグラフィ（たとえば、２７５ｇのＣ１８金カラムを伴ったＴｅｌｅｄｙｎｅ
　Ｉｓｃｏ　ＣｏｍｂｉＦｌａｓｈ自動化フラッシュ精製方式）用いて当該化合物を単離
し得る。この技法を単独で又は分取用クロマトグラフィと直列で用いて種々の化合物を単
離し、回収することができる。
【００７８】
スクロースエステルの単離
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　分取用規模の液体クロマトグラフィによってタール様の層からスクロースエステルを単
離する。タール様の混合物をメタノールに溶解し（大まかに２０ｍｇ／ｍｌ）、３６ｍｌ
／分の流速、７５：２５のメタノール：水の均一濃度分析、及び２１４ｎｍでのＷａｔｅ
ｒｓのＤＡＤ検出器によって操作する上述のＷａｔｅｒｓの分取用ＬＣ方式に注入する（
１ｍｌ）。スクロースエステル標準の既知の保持時間に相当する分画（約１．０と約５．
６分の間に回収される）を回収し、合わせる。およそ１.６分でスクロースエステルと一
緒に溶出する別の主要ピークに注目する。これら分画のＨＲ－ＬＣ－ＭＳ解析は、このピ
ークがクエルセチン－３－ルチノシド又はルチンに相当することを示す。ＨＲ－ＬＣ－Ｍ
Ｓ解析によって決定されるタール様混合物におけるルチンの濃度はおよそ８００μｇ／ｇ
である。
【００７９】
　ルチノシドを含まない抽出物を生成するには、分取用ＬＣに先立って、タール様の層に
て液体／液体抽出を行う。タール様の層（約２ｇ）をメタノール（３０ｍｌ）に溶解する
。この混合物を蒸留脱イオン水（８０ｍｌ）及び塩化メチレン（４０ｍｌ）と共に分液漏
斗に加える。混合物を振盪し、水性層（ルチンを含有することが示された）を捨て、塩化
メチレン層を取り出し、濃縮する。得られた物質（メタノールにて再構成された）をＨＲ
－ＬＣ－ＭＳによって解析し、それは、スクロースエステルの存在を示したが、ルチノシ
ドの存在は示さなかった。次いでルチノシドを含まない物質を分取用ＬＣ方式に注入し、
スクロースエステルを単離する。
【００８０】
　スクロースエステル標準の既知の保持時間に相当する分画を回収し、合わせる。合わせ
た分画を濃縮してメタノールを除き、残った水性層に塩化メチレンを１：１の比で加える
。試験管を振盪し、遠心し、水性層を捨てる。塩化メチレン層を濃縮し、ＨＲ－ＬＣ－Ｍ
Ｓ解析のためにイソプロピルアルコールに溶解する。タバコのメタノール抽出物のタール
様の層は、およそ１，０００μｇ／ｇ範囲のスクロースエステルを含有することが確定す
る。この抽出物は、他のオリエンタル乾燥タバコ種にて存在するものと類似のスクロース
エステルの定性的分布を示す。
【００８１】
ルテインの単離
　上述のように先ずルチノシドを取り除くように処理するタール様の層から分取用ＬＣ方
式によってルテインを単離する。常温にて対称分取用Ｃ１８、１９×３００ｍｍ、７μｍ
粒子のカラムを含み、２６ｍ1／分の流速、当初比７５：２５、１０分で７５：２５、１
５分で１００：０及び２５分で７５：２５のメタノールと水の溶媒系：水、及び４４３ｎ
ｍでのＷａｔｅｒｓのＤＡＤ検出器で操作する分取用ＬＣ方式（１０ｍｌ、注入体積）に
ルチノシドを含まない混合物を注入する。合計分析時間３０分で試行全体を通して４０秒
分画を回収するようにフラクションコレクターを設定する。これらの条件下（分取用ＬＣ
方式に以前注入したルテイン標準と相関して）にてルテインはおよそ１８．７分で溶出す
る。
【００８２】
　ルテインはフラッシュクロマトグラフィによってもタール様の層から単離される。上述
のように先ずルチノシドを取り除くように処理したタール様の層の試料をフラッシュクロ
マトグラフィ方式に注入する（１５ｍｌ、注入体積）。流速１５０ｍｌ／分、当初比７５
：２５、５分で７５：２５、７分で１００：０及び１５分で７５：２５の溶媒（メタノー
ルと水）勾配にて、４４３ｎｍでの検出器によってフラッシュクロマトグラフィ方式を操
作する。シス－アビエノールの溶出後、４４３ｎｍにてシグナルを生じる分画をフラッシ
ュクロマトグラフィ方式にて回収し、合わせ、濃縮する（たとえば、５０℃に設定したＢ
ｕｃｈｉ　Ｒｏｔａｖａｐｏｒユニット及び３３７ミリバールの真空を用いて）。合わせ
て濃縮した分画を溶解し、常温にて対称分取用Ｃ１８、１９×３００ｍｍ、７μｍ粒子の
カラムを含み、２６ｍ1／分の流速、当初比７５：２５、３分で７５：２５、５分で１０
０：０及び１２分で７５：２５のメタノールと水の溶媒系：水、及び４４３ｎｍでのＷａ
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ｔｅｒｓのＤＡＤ検出器で操作する分取用ＬＣ方式に注入する（１０ｍｌ、注入体積）。
合計分析時間１５分で試行全体を通して２０秒分画を回収するようにフラクションコレク
ターを設定する。ルテインは９分で溶出する。
【００８３】
　分取用ＬＣ及び／又はフラッシュクロマトグラフィによって単離したルテインを含有す
る分画を合わせ、濃縮してメタノールを取り除いた（たとえば、５０℃に設定したＢｕｃ
ｈｉ　Ｒｏｔａｖａｐｏｒユニット及び３３７ミリバールの真空を用いて）。得られた分
画はルテインの半固形形態である。
【００８４】
センブラトリエンジオールの単離
　分取用規模の液体クロマトグラフィによってタール様の層からセンブラトリエンジオー
ルを単離する。上述のようなタール様の層の試料をフラッシュクロマトグラフィ方式に注
入する（１ｍｌ、注入体積）。３６ｍｌ／分の流速、均一濃度の溶媒系（７５：２５のメ
タノール：水）及び２１４ｎｍで設定した検出器によってフラッシュクロマトグラフィ方
式を操作する。２１４ｎｍでシグナルを生じる分画をフラッシュクロマトグラフィ方式に
て回収した。合計分析時間１０分で試行全体を通して２０秒分画を回収するようにフラク
ションコレクターを設定する。β－センブラトリエンジオール及びα－センブラトリエン
ジオールの標準の保持時間を用いて、これらの化合物のそれぞれに相当する分画を回収し
、別々に合せた。この方式では、β－センブラトリエンジオールは９．０分で溶出し、α
－センブラトリエンジオールは６．９分で溶出する。
【００８５】
　単離した分画を別々に濃縮し、分画からメタノールを取り除き、水溶液を残す。各単離
された分画に塩化メチレンを加え、分画を振盪し、塩化メチレン層にて所望の化合物を単
離し、分画を遠心する。水性層を捨て、残りの塩化メチレン層をＧＣ／ＭＳ（たとえば、
ＡｇｉｌｅｎｔからのＡｇｉｌｅｎｔ６８９０／５９７３方式を用いて）によって解析す
る。単離された分画を含有するバイアルに内部標準（４００ｐｐｍのｔｅｒｔ－ブチルヒ
ドロキノン）を伴ったＤＭＦ及び１％ＴＭＣＳを伴ったＢＳＴＦＡを加えることによって
ＧＣ／ＭＳを実施する。バイアルを７６℃で３０分間保持し、３０分間室温に冷却する。
得られた溶液をＧＣ／ＭＳによって解析し、シリル化センブラトリエンジオールのスペク
トルを既知標準のスペクトルと比較することによってピークの特定を行う。
【００８６】
　質量スペクトルは、合わせた分画がα－及びβ－センブラトリエンジオールであること
を確認し、データは全面積計数に基づいてセンブラトリエンジオール双方の分画がおよそ
９９％純粋であることを示す。β－センブラトリエンジオール分画は少量の糖のような化
合物及びヘキサデカン酸を含有し、α－センブラトリエンジオール分画は少量の糖のよう
な化合物及びフィトール様化合物を含有する。タバコのメタノール抽出物のタール様の層
はおよそ８０ｍｇ／ｇのβ－センブラトリエンジオール及びおよそ３０ｍｇ／ｇのα－セ
ンブラトリエンジオールを含有すると判定される。
【００８７】
シス－アビエノールの単離
　分取用規模の液体クロマトグラフィによってタール様の層からシス－アビエノールを単
離する。タール様の層の試料を上述のように先ず、ルチノシドを取り除くように処理する
。常温にて対称分取用Ｃ１８、１９×３００ｍｍ、１０μｍ粒子のカラムを含み、３６ｍ
1／分の流速、７５：２５の比のメタノールと水の一定濃度の溶媒系、及び２１４ｎｍで
のＷａｔｅｒｓのＤＡＤ検出器で操作する分取用ＬＣ方式（１０ｍｌ、注入体積）にルチ
ノシドを含まない混合物を注入する。合計分析時間２０分で試行（各１２ｍｌの）全体を
通して２０秒分画を回収するようにフラクションコレクターを設定する。これらの条件下
にてシス－アビエノールはおよそ１７．０分で溶出する。
【００８８】
　当初、２１４ｎｍにて十分な吸収ピークを持つ単離された分画は不明である。従って、



(25) JP 6480731 B2 2019.3.13

10

20

30

40

50

合わせた分画をＧＣ／ＭＳによって解析するが、それでは結論は出ない。試料のイオン化
のための常圧化学イオン化プローブを用いたＴｈｅｒｍｏ　ＴＳＱ　Ｑｕａｎｔｕｍ　Ｕ
ｌｔｒａＭＳ／ＭＳに単離した分画を注入する。この技法は単離された分画における化合
物の分子量が２９ａｍｕであることを示す。単離された分画をさらにＵＶ／Ｖｉｓ分光法
（たとえば、Ｈｅｗｌｅｔｔ　Ｐａｃｋａｒｄ　８４５３ＵＶ／Ｖｉｓ分光光度計を用い
て）によって解析し、それは、最大吸収が２３８ｎｍであることを示す。この単離された
分画の正体のさらなる確認は、参照によって本明細書に組み入れられるＤｉｎｇら、Ｃｈ
ｒｏｍａｔｏｇｒａｐｈｉａ、６６：５２９－５３２（２００７）による論文におけるシ
ス－アビエノールに関する報告されたＨＰＬＣ－ＥＳＩ－ＭＳの分子量、ＮＭＲ及びＵＶ
／Ｖｉｓのデータに基づく。
【００８９】
　シス－アビエノールは代わりにフラッシュクロマトグラフィによってもタール様の層か
ら単離される。上述のように先ず、ルチノシドを取り除くように処理されるタール様の層
の試料を、フラッシュクロマトグラフィ方式に注入する（１５ｍｌ、注入体積）。流速１
５０ｍｌ、当初比７５：２５、５分で７５：２５、７分で１００：０及び１５分で７５：
２５の溶媒（メタノールと水）勾配にて、２１４ｎｍでの検出器でフラッシュクロマトグ
ラフィ方式を操作する。２１４ｎｍでシグナルを生じる分画をフラッシュクロマトグラフ
ィ方式にて回収し、合わせ、濃縮する（たとえば、５０℃に設定したＢｕｃｈｉ　Ｒｏｔ
ａｖａｐｏｒユニット及び３３７ミリバールの真空を用いて）。合わせ、濃縮した分画を
溶解し、常温にて対称分取用Ｃ１８、１９×３００ｍｍ、７μｍ粒子のカラムを含み、流
速２６ｍｌ、当初比７５：２５、１０分で７５：２５、１５分で１００：０及び２０分で
７５：２５のメタノールと水の溶媒系、及び２１４ｎｍでのＷａｔｅｒｓのＤＡＤ検出器
で操作する分取用ＬＣ方式（１０ｍｌ、注入体積）に注入する。合計分析時間３０分で試
行（各１２ｍｌ体積の）全体を通して２０秒分画を回収するようにフラクションコレクタ
ーを設定する。シス－アビエノールはおよそ１７．８分で溶出する。
【００９０】
　分取用ＬＣ法及び／又はフラッシュクロマトグラフィ法から回収したシス－アビエノー
ル分画を濃縮して半固形形態のシス－アビエノールを提供する。シス－アビエノールの高
体積の単離及び回収は通常、さらに濃縮した試料を注入することができるので、さらに大
きな有効性を可能にするフラッシュクロマトグラフィ方式で実施される。場合によっては
、フラッシュクロマトグラフィからの分画を、分取用ＨＰＬＣを用いてさらに分離しなけ
ればならないが、フラッシュクロマトグラフィは通常、分画の分取用ＨＰＬＣを必要とす
ることなく、シス－アビエノールの十分な分離を提供する。
【００９１】
実施例２
スクロースエステル、ルテイン、センブラトリエンジオール及びシス－アビエノールの抽
出及び単離
【００９２】
　鉄管乾燥タバコ、バーレータバコ及びオリエンタルタバコの混合物を乾燥蒸気蒸留に供
する。具体的には、蒸気蒸留能を備えた６４０ｆｔ３の台車に鉄管乾燥タバコ、バーレー
タバコ及びオリエンタルタバコの細長片ブレンドを置く。無水蒸気を台車に通し、分当た
り約４ガロンの蒸気蒸留物を生産する。従来ペパーミント油の単離に採用された装置を用
いて蒸留物を処理する。蒸気蒸留工程を開始して数分後、回収された蒸留物の表面に油の
光沢が現れ始める。時間が進むにつれて、光沢は水濃縮物の上に静止する明確な油層にな
る。この赤みを帯びた褐色の精油を水から穏やかに取り除く。
【００９３】
　精油を塩化メチレンに溶解し、ガスクロマトグラフィ／質量分光法（ＧＣ／ＭＳ、たと
えば、Ａｇｉｌｅｎｔ５９７３ＭＳＤを備えたＡｇｉｌｅｎｔ６８９０ＧＣ）によって解
析する。データは、精油が主要な揮発性及び半揮発性化合物として、ソラノン、ネオフィ
タジエン、パルミチン酸及びオレイン酸を含むことを示す。精油の他の成分はメガスティ
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。
【００９４】
　さらに、先ず、精油単離装置を通過し、その後、下水に排出される（すなわち、「廃棄
」蒸気）蒸留物水を捕捉する。時間の関数として蒸留の間に回収される「廃棄」蒸気の試
料を塩化メチレンに溶解し、ＧＣ／ＭＳによって解析する。得られたクロマト図は、「廃
棄」蒸気が、精油で見い出される化合物の一部（たとえば、ネオフィタジエン、ニコチン
、フルフリルアルコール及びビピリジン）を含む相当な数の揮発性及び半揮発性の化合物
を含有することを示す。
【００９５】
　「廃棄」蒸気を水性成分及び有機成分に分離し、精油のあまり複雑ではない混合物又は
個々の成分への下流の処理／分離を円滑にする。具体的には、蒸気蒸留工程からの「廃棄
」蒸気をフリットガラス円筒内のシリカに加える。水吸引機を用いてシリカから水を穏や
かに取り除く。カラムにヘキサンを通し、その後ＭＴＢＥ、さらにメタノールを通す。回
転蒸発によって有機溶媒を取り除き、得られた物質を塩化メチレンにて再構成する。塩化
メチレン試料をＧＣ／ＭＳによって解析する。ヘキサン抽出物の主要な成分はネオフィタ
ジエンである。
【００９６】
実施例３
スクロースエステル及びセンブラトリエンジオールの抽出及び単離
【００９７】
　室温にて約３０秒間、塩化メチレンにタバコの葉を浸漬する。得られた塩化メチレン溶
液を濃縮し、参照によってその全体が本明細書に組み入れられるＡｓｈｒａｆ－Ｋｈｏｒ
ａｓｓａｎｉら、Ｂｅｉｔｒａｇｅ　Ｔａｂｋｆｏｒｓｃｈ．Ｉｎｔ．２３：３２－４５
（２００８）にて記載された方法を用いて抽出物を浄化する。
【００９８】
　シアノ結合のシリカカラム（２５ｃｍ×１０ｍｍ、ｄｐ＝５μｍ）及び１５：８５：０
．１の比でのエタノール／イソ－オクタン／水の移動相を用い、２１４ｎｍでのＵＶ検出
器を持つ順相ＨＰＬＣによって、浄化した抽出物を精製する。スクロースエステル、α－
セムブレンジオール及びβ－セムブレンジオールについてピークを特定し、各ピークに相
当する分画を個々に回収する。当初のオーブン温度８０℃（２分間保持）、１０℃／分で
１４０℃に上げ、５℃／分で３００℃まで上げ、３００℃で１０分間保持するＧＣ－ＦＩ
Ｄ（ＭＳ）、ＤＢ５、１５ｍ×０．２５ｍｍ（ＴＭＳ誘導体）によって、各ピークに相当
する分画の正体を確認する。
【００９９】
　本発明が関係する、前述記載で提示された教示の利益を有する当業者には多数の改変及
び本発明の他の実施形態が思い浮かぶであろう。従って、本発明は開示された特定の実施
形態に限定されるべきではなく、改変や他の実施形態は添付の特許請求の範囲内に含まれ
るように意図されることが理解されるべきである。本明細書では特定の用語が採用される
が、それらは、一般的で且つ説明する意味でのみ使用され、限定の目的では使用されない
。
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